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京都大学結核胸部疾患研究所職鼻及準職員

(昭和52年3月1日現在)

所 長 教 授 前 川 暢 夫

(内科学第一部門)

主任教授 :前川暢夫,助教授 :中西通泰,講師 :川合 講,助手 :久世文章,小円芳郎,江部康二,西山秀樹,

講師(非常勤):吉田敏郎,池田宣昭,今井節邸,角田沖介,中井 準,吉見輝也,松原恒雄,技能補佐員 :細木

春世

(内科学第二部門)

主任教授 :大島駿作,助教授 :小原幸信,講師 :泉 孝英,助手 :木野稔也,佐藤篤彦,大山口屋,門 政男 ･

講師(非常数):日置辰一朗,太田 鋤,中島道郎,浅田高明,福間謙助,杉本幾久雄,小松幹雄,技能補佐員 :

吉川愛子

(胸部外科学部門)

主任教授 :寺松 孝,助教授 :山本博昭,講師 :伊藤元彦,助手 :清水慶彦,松本守海,長瀬千秋,講師 (非常

勤):中村 健,立石昭三,池田貞雄,北野司久,倉田昌彦,吉楢正之,秋両文潤,岡田慶夫,桂島宏彦,外村
聖一,伊東政敏,小林君実,人見滋樹,技能補佐員 :古川多宏

(病理学部門)

主任教授 :安平公夫,助教授 :竹田俊男,助手 :高橋潅也,鈴木康弘 講師(非常数):水島 裕,野本亀久雄,

小川雄之亮,浜岡利之,熊沢義雄,山室隆夫,森川茂,技官 :松下隆毒,技能補佐員 :小池久美子,奥村由美子

(細菌血清学部門)

主任教授 :上坂一郎,助手 :桂 義元,竹尾漢治,講師(非常助):小林 博,大平 実,技能補佐員:高津悠子,

東 博一

(細胞化学部門)

主任教授 :市川康夫,助教授 :大川欣一,助手 :平井圭一,講師(非常助):井上 嘉,水谷民雄,引間啓介,管

井尚則,小島清秀,技官 :竹内道子,事務補佐員 :木下美香

(臨床肺生理学部門)

主任教授 :佐川弥之助,助教授 :加藤幹夫,講師 :浅井信明,助手 :加藤弘文,講師(非常数):大橋啓吾,土肥

佳郎,稲葉責雄,安田隆三郎,真鍋 貢,久野健忘,室木 仁,市谷通雄,甲斐隆義,石部裕一,仲田 祐,ETl
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西英次,折田雄一,山林 -,技能補佐員 :服部央子,官本嘉子

(事務部)

事務長 :中村七郎,事務長補佐 :本間彰雄,庶務掛長 :佐藤昭治,同主任 :近藤英子,同事務官 :室谷弘美,小

林 収,堀田良恵,多田恭子,同技官 :田中 稔,川原田和夫,事務補佐員 :日下部照子,経理掛長 :長永 進,

同主任 :佐藤良雄,同事務官 :野元頼子,奥村成昭,前野正世,田中義郎,事務補佐員 :中瀬安子,小倉恵美子,

収入掛長 :宇野定夫,同主任 :畠中秀雄,同事務官 :野田芳子,佐竹セツ,藤井芳克,山本正幸,事務補佐員 :

中村房枚,竹内孝子,集治昌代,患者掛昆 :氏江 実,同主任 :窒恵美子,事務補佐員 :賀屋俊子,水田明子,

足立容子,山田啓子,管理掛長 :田中信雄,同事務官 :前田久男,同技官 :進士 悟,西川景喋,岩井昭一,松

浦 康,/J＼西喜一郎,同事務官 :高安忠一,橋本敏子,水原貞子,蔭山一十四,渡辺光子

(動物飼育室)

技官 :飛田 勇,門田一美,大字雪雄,安岡倉一,技能員 :近藤照子

(附属病院)

病 院 長 (莱) 教 授 :寺松 孝

(第一内科診療科)

科 長 (莱) 教 授 :前川暢夫

外来医長 (栄) 講 師 :川合 滞

病棟医長 (莱) 助教授 :中西通泰

医員 :徐航宵,沢田賢三,医員(研修医):桐谷良一,加藤達治,細川昌則,坂東憲司,望月吉郡,長谷光雄

(第二内科診療科)

科 長 (兼) 教 授 :大島駿作

外来医長 (兼) 講 師 :泉 孝英

病棟医長 (莱) 助教授 :小原幸信

医員 :今井弘行,西川伸一,平田健雄,川西康夫,本田和徳,医員(研修医).'北市正則,湊 長博,満安清孝

(外科診療科)

科 長 (兼) 教 授 :寺松 孝

外来医長 (兼) 助教授 :山本博昭

病棟医長 (栄) 講 師 :伊藤元彦

医員 :馬場満男,滝 俊彦,太田和夫,佐藤公彦,医員(研修医):高嶋義光,李 泰興,松延政一,青木 稔,
宮本好博,浅田浩之,山中 晃

(放射線科診療部)

科 長 (莱) 教 授 :佐川弥之助

外来医長 (莱) 講 師 :浅井信明,講師(非常数):阿部光宰

医員 :山田久和,大岡 剛

(検査部)

検査部主任 (莱)助教授 :加藤幹夫,技師長 :木津 啓,技官 :山岸悦子,平井 要,西尾貞子,和田ひな,本

間 トキ工,今井保代,増田 稔,山根すま子,前田清子,事務官 :清水一枝,技術補佐員 :中迫由美子

(放射線部)

放射線部主任 (兼)助教授 :中西通泰,技師長 :浜川純一,撮影主任 :蔵岡信良,技官 :大坂泰夫,曽我部康之,

灘井智代子,田中龍蔵,技能補佐員:十一家忍

(薬剤部)

薬剤部長 :桑田 宏,薬剤主任 :滞岡平和,技官 :藤原毒子,川田昌子,小林千代子,事務官 :宇野初枝,関

保子,薬斉購市:川勝一雄

(看護部)

総看護婦長 :細川ミツ工,看護婦長 :中根文子,大前久野,松田比佐子,岡崎明子,副看護婦長 :小林とよ,斎
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藤千鶴子,近藤信子,技官 :古府静江,岩永千代子,高市政子,安部克己,松本敏枝,講殿保子,田中松代子,

小林梅野,松田富子,明石和子,小林富貴子,小川まゆみ,米山/,,fi磨子,阿部喜代子,柴田佐代子,秋田宏子,

桜井桂子,大山峰子,岩佐純子,天田恵子,原 純子,田中正子,稲田ひろ子,城山博子,山中祥子,古塚広子,

小泉カスミ,榊喜久子,井藤泰子,森 幸子,斎藤節子,稲垣美智子,松田初枝,二宮 トミ子,村西直美,久野

代子,衛藤泰子,内藤敏子,濃野ヒロ子,小嶋陽子,平畑早宙,多田潤子,町 和美,上里幸子,宮城登代子,

広川一枝,能井美千代,森 朝子,片桐久江,内木カネ子,松本不二,技能邑:原田芳香

教 官 人 事

細 胞 化 学 市 川 康 夫 教授

昭和50年4月1目付停年退官の細胞化学部門主任,高松英雄教授の後任として結核胸部疾患研究所教授会は結

核胸部疾患研究所教授候補者選考内規 (以下 内規という)に基づき,以下に示すごとき経過を経て,昭和51年

1月29El,lI掴ミ大学ウィルス研究所助教授,捕)廿鹿夫氏を選考決定した (昭和51年4月 1日発令)｡

1, 経 過

内規第 2条第 1項により細泡化学門主任教授候補者の選考が所長の召集する全教官の集まりに附議した上,内

規第3条に従って選考の方針について討議を行ない,専攻分野については ｢細胞化学及びその周辺嶺域｣とされ

た ,J

引続き, 内規第3条及び第4条により選考委員会が成立し, 全教官の 集いにおける選考方針に則とって,結

核胸部疾患研究所の常勤教官並びに全国医科系の学部,研究所に対して公募する旨の値書を昭和49年12月24日付

で発送し,綿切りは昭和50年 1月31日とした｡

2月上旬以降,応募者,推薦のあった者,並びにその後,選考委員会として選考の範囲に加えた者について,

精力的な審議を昭和51年 1月上旬まで行なった｡同年 1月29日内規第 7条に従って,選考委員会は狭義の細胞化

学の分野から2名,その周辺領域の分野から2名,合計 4名の候補者を選出し,資料を添えて教授会に提出した｡

教授会は内規第8条により慎重審議を行なった上で,投票を行ない,その結果,京都大学ウィルス研究所助教授,

市川康夫氏に決定を見たものである｡

2. 市川康夫氏 (昭和2年9月4日生)の略歴

(1) 学 歴

昭和27年 3月

28年3月

28年 7月

35年 3月

(2) 職 歴

昭和28年 7月

28年 9月

29年 5月

31年3月

32年 6月

37年9月

40年 7月

42年8月

京都大学医学部医学科卒業

神戸市甲南病院における実地修練終了

医師免許証 (医籍登録第148755号)

医学博士 (京都大学_)の学位を授与さる｡

京都大学医学部附属病院小児科 永井教授指導の下にて研究に従事

医学部附属病院副手

ー市立長浜病院小児科医員

京都大学医学部病理学教室 天野助教授指導のTにて研究に従事

京都大学助手 (ウィルス研究所)

京都大学助教授 (ウィルス研究所)

イスラエル国 Sachs教授の下で研究に従事

帰学｡ 現在に至る,,
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3. 研究業績の概要

市川氏の基礎医学面での研究は昭和31年京大病理学教室,続いて翌年ウィルス研究所において天野教授の下で

始められた｡以後,白血病ウィルスに関して見事な業績を挙げ,その多 くがウィルス研究所英文紀要の他Gann,

ActaPath.Japonリ 日本血液学会誌等に掲載され,その名は白血病ウィルス学者として確立された｡第16回日本

医学会総会にはシンポジウム講演者の1人に選ばれて ｢SLマウス白血病ウィルスの研究｣と題する講演を行な

った ｡

同氏の研究はその後,イスラエルに留学,Sachs教授との協同研究を行ない,白血病細胞の分化-とスケール

の大きい仕事に方向を変えてきた｡

その研究成果は Proc･Nat･Acad･Sci･,∫.CellPllySi01.,Exp.CellRes･,Gannおよびその Monographに収録

され国際約言平価を博した｡この方面の業績は日本血液学会総会の宿題報告 ｢Invitroでの血球の増殖と分化｣と

して,東にまた昭和50年には ｢骨髄性白血病細胞の分化｣に関する研究に対して高松宮妃癌研究基金学術賞を受

賞,多大の反響をよんだ｡以上の研究の進展に伴ない,同氏は細胞培養の上清中に白血病細胞の増殖を促進する

因子 (増殖因子)および細胞の形態,機能の分化を招来する因子 (分化因子)を証明,最近ではその分離と精製

に努め,更にその作用機序の解明に及ほうとしている如くである｡

細胞の癌化,また逆に癌細胞の脱癌化等,の現象にとりまいている市川氏のスケールの大きな仕事には今後,

大きな発展が期待されている｡ (上坂一郎)

内 科 学 第 - 江 部 康 二 助手

昭和49年3月京大医学部卒,同年 7月1日より医員 (研修医)として臨床研修を行なった｡その間,特に放射

線医学教室に出向いて同教室での諸種の技術について研修し,それを胸部疾患の診断及び治療に導入して成果を

あげてある｡昭和51年 4月 1日助手に任命されたものであるが,人柄は温厚で,考え方は非常に弾力的であり新

しいタイプの呼吸器科医を目指しているようである｡熱心な診療活動のなかから幾つかの臨床研究の萌芽が見出

されているので,将来の成果を期待している｡ (前川暢夫)

内 科 学 第 - 西 山 秀 樹 助手

広島修道高校を経て昭和48年 9月京大医学部卒,同年10月より京大医学部内科学教室で白血病の化学療法に関

する研究に従事していたが,昭和49年 7月より京都大学医学部附属病院の医員 (研修医)となり臨床研修を開始

した｡その後,昭和51年 7月からは当研究所附属病院の医員として勤務していたが,同年11月16日助手に任命さ

れたものである｡人柄は円満で,熱意に溢れ,胸部疾患の臨床のかたわら感染症の化学療法,殊に宿主の条件が

低下している場合の化学療法効果の研究の緒が開いているようである｡今後を大いに期待している｡(前川暢夫)

放 射 線 科 浅 井 信 明 講師

浅井信明君は昭和36年京都府立医科大学を卒業｡同学で実地修練の後,当研究所外科に入局,以後,国立宇多

野療養所,天理よろず相談所病院に勤務し,西 ドイツに留学,ギーセン大学では,とくに血管外科を習得した｡

帰国後,小倉記念病院胸部心臓血管外科部長として活躍していた｡

同君を当研究所附属病院放射線科講師としてむかえた理由は,同君の血管造影に関する研究を高く評価したた

めで,今後,当研究所における胸部疾患,ことに心疾患の血管造影技術の向上を期待している｡ (佐川弥之助)

胸 部 外 科 加 藤 弘 文 助手

昭和45年,京大医学部卒,京大にて研修医として,その後,昭和47年より静岡市立静岡病院の胸部外科で,私

どもの非常勤講師,秋山部長の指導で昭和51年11月まで,約 4年間心臓血管外科の修練を行った｡
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私どもの許では,臨床的には心臓チームの一員ではあるが,同時に肺臓外科の研修 も行い,研究としては人工

弁の試作を担当する予定である｡

大阪の産,大阪人の土性骨と外科医としての気風の良さとを兼ねている｡

当部門の心臓外科は出遅れたこともあって末だみるべき研究業績がない｡しかし,次第にこれからよい仕事が

出ると期待 しており,その第一弾が清水君か加藤君かと考えている｡ (寺松孝)

学術 集 会 記録

Ⅰ 昭和50年度学術講演会 (昭51.1.31 楽友会館)

1. 遅延型過敏症の抗原からの解析

病理 馬場 満男,森川 茂

マウスは遅延型過敏症を起 し難い動物であるが,カルボキシル基を化学修飾 した蛋白抗原であるメチル化人血

清アルブミン,メチル化牛血清アルブミン,或はメチル化卵白アルブミンを用いる事により,足庶反応を指標と

した遅延型過敏症を発現 しうる｡又,自己蛋白であるマウス血清アルブ ミンも,メチル化により,マウスに遅延

型過敏症を発現させる事ができるようになり,メチル化による新 しい抗原定基の導入が示唆される｡

このメチル化蛋白抗原は,塩基性蛋白であり,血清蛋白,特にα一globulin領域の蛋白と非特異的に反応 し,汰

降物が作る｡Invitroでは,胸腺細胞に対 しては毒性を示 し,マクロファージに対 しては,強く細胞膜と反応 し,

マクロファージの形態を変化させる刺戟性を有する｡

卵白アルブミン(OA)のカルボキシル基がメチル化 した かIOA,グリシンメチルを結合した GMOA,アミノ基

をジメチル化 した diMOA を用いて, その化学修飾の差を遅延型過敏症で比較すると, MOA,GMOA の感作

では,遅延型過敏症は出現するが,抗体産生は認められず,OA,diMOA感作では,抗体産生能はあるが,遅延

型過敏症は発現しない｡

MOA 或は GMOA で感作されたマウスに,OA,MOA 或は GMOA でテス トして,その交叉反応性を調べ

てみると,MOA 感作では,OA,MOA で遅延型反応を示すが,GMOA では反応しない｡GMOA 感作では,

GMOA,MOA,OA の腰の強さで遅延型反応を示す｡脱感作実験が行い,さらに交叉反応性をみると,GMOA

感作マウスは,GMOA,MOA で脱感作されるが,MOA 感作マウスは,GMOA では脱感作されず,MOA の

みで脱感作される｡即ち,化学修飾された分子の大きさが,遅延型過敏症の交叉反応性に影響 していると言えよ

う｡MOA 感作マウスで,MOA でテス トした場合,MOA では脱感作されるが,OAでは脱感作されず,OA

でテス トした場合には,OA,MOAで共に脱感作される事が判明したOこの事より,MOA感作マウスには,少

くとも二種の抗原決定基に反応する T-細胞があり,その内一つは,nativeな OA に反応するものであり,他は,

化学修飾により導入された,新 しい抗原決定基に反応するものであると考えられる｡

2. 酸性 領域 での カタラーゼの細胞化学的研究

細胞化学 大 川 欣 -

周知の如く,カタラーゼの細胞化学的研究は 3,3'-diaminobenzidine(DAB)あるいは2,71Lluorenediamine(2,7-

FDA)などの水素供与体を 用いてアルカ リ性反応液 で行わ れている｡ しかしながら, ベルオキシダ-ゼ及び

カタラーゼの細胞化学的研究に使用されている水素供与体の化学構造とその反応液の至適 pH との関連性に注目

して実験を行った結果,カタラーゼは現在までに報告されているアルカ リ領域のみならず,酸性領域においても

細胞化学的反応が呈することが明らかにされたので報告する｡
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実験に供した動物は成熟雄 Wistar系ラット(体重 200-230g)の肝及び腎組織である｡組織固定は,⑦ 冷燐

酸緩衝 (pH7.2)2.5% glutaraldehyde(含 6%庶糖),㊥ 冷燐酸緩衝 (pH7.212.5% glutaraldehyde(含 6%庶糖,

5M formamide)で行った.肝は transparenchymalperfusionを実施した後,腎はそのまま,/mm3 の小組織片

と一して約10時間固定した｡固定完了後,冷燐酸緩衝液 (含6%庶糖;pH7.2)てlo-14時間洗液後凍結切片とし

て使用した｡実験に供した水素供与体はDAB及び 2,5-8uorenediamine(2,5lFDA)であるが,一部では2,7-FDA

も用いた｡反応液の pH は 7.2,6.8,6.2,5.6,5.2,4.6,4.0である｡ 反応液の組成は次の如 くである｡(1)DAB

の場合 :DAB5mgを 19.8mlの緩衝液 (pH7.2,6.8,6.2は tris-maleatebuf.,pH5.6以下では acetatebuf.)

に溶解した後,3%H2020.2mlが添加｡(2)2,51FDA の場合 :2,5-FDA4mgを DMFO.5mlに溶解し,19･3

mlの緩衝液 (DABの場合と同株)を加え,更に 3%H2020.2mlを添加｡2,7-FDA は 2,5-FDA と置換して

使用した｡

実験の結果は次のようであった｡

DAB反応液 :⑦ 固定液による切片では中性附近ではカタラーゼ反応は殆んどなく,糸粒体染色が強い｡反

応液の pH が低くなるに従って,カタラーゼ反応が次第に増強し,糸粒体染色が減少｡㊥ 固定液による切片で

は全般にカタラーゼ反応が増強しており,糸粒体染色は強く抑制されている｡至適 pH は5.2｡

2,5-FDA 反応液 :① 固定液による切片ではいづれの pHでも糸粒体染色は認められない｡カタラーゼ反応は

全般に弱いが,pH が低 くなると次第に増強する傾向は DAB の場合と同様｡㊥ 固定液によるものではカタラ

ーゼ反応は顕著に増強され,至適 pH は4.6.2,7･FDA は酸性領域では明らかなカタラーゼ反応は与えない｡

DAB 及び 2,5-FDA の酸性領域での peroxisomes染色が同オルガネラのカタラーゼに由来するものであるこ

とは 3-amino･1,2,4-triazole(10~2M)による阻害実験で明らかである0

3. 細胞表層の微細構造 に関す る若干の新知見

細菌血清 竹 尾 漢 治

病原性微生物の大半を含む,細菌及び真菌は,通常の細胞の場合には,最外層にあたる細胞膜の外側に厚い細

胞壁を持っており,この細胞壁が,細菌及び真菌の形態を決定している｡細胞壁は,これらの微生物が∴環境と

最初に接する場所として重要である｡又,細胞壁化学組成は菌の分類に大きな役割をはたしているが,これは,

細胞膜内の構造物が生体にとって,基本的には同一でなければならないのに,細胞壁部分では,多様な変化が可

能であることをも示している｡ このことから,私は,多種類の細菌及び真菌の細胞壁表層の微細構造を Freeze-

etching法,Negativestaining法,Shadow casting法等により調べ得た新知見のうち,本講演会では, Myco･

bacterium 層及び,それに比較的近縁の Micropolyspora層を中心にお話しした｡

病原性の菌は,2.5%ブルタールアルデヒドrpH7･2)で,4oC一晩固定,殺菌して後,通法通り,電子顕微鏡

用試料作成を行った｡

結果 :調べた Mycobacterium 15種,25株に云える一般的特長は,本来の細胞壁のさらに外側に,Lipid と思

われるものの付着が見られることである｡このものは,株によって,不定形,層状,帯状 (幅約 100m-),線状

(幅約 5nm),ひも状 (幅約 10nm)等,様々な形態を成した｡又,ひも状のものの一部は,線状のものの集合

であった｡Nocardiaの一部の様には,層状のものが一部のものに,線状,又, N.asteroidesや N.brasiliensis

には,放線菌の胞子表層に存在するのと同様の構造が見られた｡Corynebacterium には,このような構造は,ほ

とんど観察されなかった｡Corynebacterium 及び Nocardiaの一部,及び,大部分の Mycobacterium の細胞壁

は,Band状の盛り上りを示したOこの構造は,今の所,他の菌種には見られていない｡恐らく.Lipidの存在

によると思われるが, Mycobacterium 及び Nocardiaは,Freeze-etching法によっては,ほとんど,内部構造

を露呈しないのが特長であるが,一方,このことの Technicalな解決が,両菌種の細胞膜の研究に大きな意味を

持つであろうo

Micropolysporaは,アレルゲンともなり,又,Farmer'slungの原因菌である｡このものは,Mycobacterium

に近縁で,真の胞子を,気菌糸,及び栄養菌糸上に産生する｡本菌層の,栄養菌糸,及び,その上に産生した胞

子の表面には,特別の模様は見られなかったが,気菌糸及び, その上の胞子表面には,複雑な線様模様が見ら
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れたoこの模様は M･angiosporaの場合, 虐径約 2nm のものと 5nm の二種類より成った｡ さらに大型のも

のは,小型のもの二本のより合わせらせんであった｡このような細胞壁表層構造 (模様)は,調べた放線菌に一

般的であって,この分類学的,及び生理的意味づけが現在,探求中である

4. 気管支拡張症の進展

内科学第一 中 西 通 泰

(1) 慢性副鼻腔炎について

その発病は普通 3- 5才の頃で,思春期頃までに治癒するか,潜在化するものもあるが,慢性化 した成人の副

鼻腔炎は難治である｡手術をしても完治するものが少なく再発をくり返す｡抗生物質による治療の進歩した現在

でも,慢性のもの,特に重症のものでは依然として減少の傾向がみられない｡

副鼻腔炎での遺伝については既に詳細な研究が数多 くあり,家族集積性が証明され,その臨床病型,病変の程

倭,あるいは前頭洞の発育に濃厚な遺伝性が認められているっ

慢性副鼻腔炎と気管支拡張症がよく合併することは周知の事実で,その因果関係については,前者が原因で後

者が起るとする所謂下説が主流をなしてきた｡然 し両者の問に因果関係を考えるよりも,両者ともにある共通し

た原因,恐らく発生上の異常にもとずく含気膜壁の構造上の欠陥から起ると考える方が,より事実に則している｡

(2) 前頭洞のX線的観察

レントゲン写真でみる頭蓋内含気腫,とくに前頭洞の大きさや形態には個人差が著明であるが,この個人差は

先天的なもので遺伝が確実に関係するとされている｡気管支拡張症90例と,対照として拡張症以外の呼吸器疾患

及び呼吸器疾患を有せぬもの500例の前頭洞を調べた｡その結乳 前頭洞の欠損するもの,あるいは小さいもの

は,気管支拡張症患者で明かに多 く,また欠損の24例中23例までが,気管支拡張症,慢性副鼻腔炎,慢性気管支

炎のいずれか,あるいはそれらの合併 した症例であった｡発隻異常による奇型の-とされている Kartagener症

候群と肺分画症の各 1例もこの中に含まれている｡

(3) 気管支拡張症の進展

これは気管支造影で新たな拡張が生ずることを意味 し,成人期のものでは普通進展はなく,ごく僅かな症例が

進展するにすぎないと私は考えている｡患者の自覚的,他覚的症状でも少数例に改善がみられるが殆んどが不変

であり,悪化するものは僅かであるO

気管支の拡張に進展があるかどうかは,手術の適応を決める際に生ず問題になる所である｡

ではどのような症例に進展がみられるか,今までに経験した進展の症例10例をまとめ,それらに共通 した点を

みると次の通りである｡

1) 拡張そのものが初診時から広汎である｡

2) 拡張の進行は思春期以后も続 く｡

3) 重症副鼻勝炎の合併が多い｡

4) 前頭洞の欠損するものが多い,J

5) 進展のために重症感染症のくり返 しを必ずしも必要としない｡

6) 予後が悪い｡10例中4例が死亡している｡

以上をまとめると,気管支拡張症の僅かな症例に進展がみられ,そこに先天的な素因の関与がうかがわれる｡

5. 昆虫による気管支瑞息

内科学第二 木 野 稔 也

我々人は,大きな昆虫環境の中で生活している｡あらゆる物質が,気管支嘱息のアレルゲンとなりうるのであ

るから,人の生活と接触の深い蛾や蝶が気管支嘱息の原因となりうる事は,十分推察されることがらではあるが,

従来蛾や蝶による気管支暗愚は少ないものと考えられていた｡この原因は,診断の材料となる昆虫アレルゲンが

十分に手にはいらなかった肇と,従来問診を重視し(以然重要な診断方法ではあるが),確かな接触による嘱息発
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作がない場合は,原因アレルゲンとしなかった車によると思われる｡昆虫のように死骸の agedmaterialもアレ

ルゲン性を有する場合には,接触と嘱息発生との因果関係がはっきりしないと考えられ,アレルゲンによる診断

がより重要となってくる｡

そこで,演者は蛾および煤の標本からアレルゲンを抽出し,一般の気管支噛息者に種々のアレルギー学的検査

を施行し,次の結論を得た｡

1) 当科嘱息外来に来院した一般の嘱息患者66例のうち,蛾抽出液 10-4で37例 (56.1%)が,さらに煤抽出

液 10~4で34例 (51.5%)が皮内反応陽性であった｡

2) 上記の皮内反応陽性者のうち20例 (54.1%)に蛾に対する RAST が陽性であり,さらに22例 (64.7%)

に蝶に対する RAST が陽性であった｡すなわち全噛息患者の約 1/3の血中に蛾や蝶に対する特異的抗体が検出

された｡

3) 蛾および蝶による皮内反応,PK 反応さらに RAST が陽性の患者は,そのアレルゲンの吸入によって明

らかに噛息が誘発された｡皮内反応陰性,RAST陰性の患者には,誘発ほおこらず,非特異的な反応によるも

のではないことが明らかとなった｡

4) 皮内反応の一致率から,蛾と煤のアレルゲンとしての共通抗原性がうかがわれた｡

5) 上記の結果に,昆虫の生態を考えあわせると,蛾や蝶は気管支嘱息のアレルゲンとして,カンジダや室内

産と同等の意義を持っており,さらに研究することによって,気管支嘱息の診断と治療に大いに役立つものと考

えられる｡

6. 肺結核外科的療法の現状か らみた空洞形成術の意義

胸部外科 山 本 博 昭

化学療法の発達した今日,肺結核の外科的療法は,排菌源の除去という目的からすれば空洞形成術のごとき局

所療法で十分であることをこれまで度々報告してきた｡しかし,一般には本法に対してなお 1)肺結核の治療が

空洞 (排菌源)のみの処理で十分であるのか? 2)空洞形成術として行われているような操作で病巣の治癒が得

られるのか? の疑問が残されているようである｡そこで,この2点について,われわれの臨床成績をもとに解

答 したい｡

(1) 空洞形成術の成績

昭和40年以降延78回の空洞形成術を施行し死亡率は3例のみである (表 1)｡とくに,下葉の孤立性空洞例や,

肺切除術では全易胴こなるような例には空洞形成術は効果的である｡

(2) 肺結核外科的療法が局所療法で十分であるか?

413例の肺葉切除術を行なった切除肺の検討から,今日の外科療法として代表されている肺葉切除術において

ち,その半数例には対側をも含めて残存病巣が存在し,この術式がすべての病巣を切除するものではない｡しか

ち,切除肺葉内に含まれる病巣は肺葉切除術後の遺残病巣と主たる病巣 (多 くは空洞性病変)をのぞけば大差が

空洞形成術74例の成績

療研外科的
難治度分類

(同時)
肋骨切除の有無

症 例 数

*( )内再手術例

死 亡 例

合 併 症 例

非 難 治

18 5

中等度難治

+

高 度 難 治 超高度難治

t･ l ･, ∴ 1
0 0

j
O

一
O

合併症 :膿胸 ･肺療 ･肺性脳症 ･空洞再開 (非手術)をいう
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ない｡換言すれば,肺葉切除術では同一肺葉内に含まれるとの理由のみで撒在性病巣を同時に切除し,それら病

巣と同じ程度の病巣は術後の化学療法に依存 していることが考えるなら,主病巣以外の病巣も残存させて術後の

化学療法に頼ることも可能であろう｡とくに肺機能を温存する意図があるものではそうあるべきだと考える｡

(3) 空洞形成術による病巣の治癒形式

空洞形成術は,空洞を切開し,乾酪性物質を部活 ･誘導気管支が閉鎖した後,一次的に空洞を纏綿閉鎖するも

のであり,かかる局所的操作の後,周囲の肺組織により施術部を圧排させることによって線維化へ導びこうとす

るものである｡すなわち線維癒癌性治癒を求める術式である｡

われわれは57才男子の例で偶然術后 1年半後に施術部が採取しうる機会を得,組織学的に検索した結果期待通

りの成績をえた｡これはⅩ線学的にも確認出来る｡

ま と め

肺結核治療が化学療法に信頼をおけるようになった今日では,空洞形成術のごとき局所療法が,単に垂症例の

みならず,機能保存の意味において肺葉切除術と同様な意義ある術式として評価されるべきである｡.

7･ 循環障害にもとづ く肺疾患 (第 1報)急性肺水陸の成立機序

臨床肺生理 佐藤公彦,林 興義,李泰 興

3-Methylindoleの肺血管系に対する影響を,成犬を用いて観察した0

3-Methylindoleの投与により, 肺 リンパ流量およびその蛋白含量の増加を来たす｡ このことは,肺血管の漏

出機構が克進したものと考える｡

肺動脈圧および体動脈圧には,大きな変動を認めない｡

気管内圧は,投与後10-20分で,持続的に上昇して くる｡すなわち,肺コンプライアンスの低下を生ずる｡

組織学的には,初期に肺胞毛細管の充血,および,血管,細気管支周囲の水腫性拡張をみとめ,数時間を-

て,肺胞内水腫と胸腔内漏出液がlLh現する｡

電顕的観察では,間質性肺水腫および肺胞毛細血管内皮細胞の浮腫性変化をみとめ,数時間を経過すると, I

型 仁皮細胞と内皮細胞の破綻が生ずる｡

以上の結果より,3-Methylindoleにより,急性期には肺水腫が招来されるが, その発生機序は,肺血管系に

対する,cytotoxicな影響によるものと考えられるo

シンポジウム "肺癌研究の現状 と未来への展望 〝

司会 大 島 駿 作 (内科学第二)

昭和42年当研究所の名称が ｢結核研究所｣から ｢結核胸部疾患研究所｣に変更されて以来,臨床部門のみなら

ず基礎医学部門においても多数の研究者が癌について研究するようになってきた｡従って癌,特に肺癌に関する

研究は現在当研究所における共通の話題の-つであると考え,これを討論のテーマとして選んだ｡

肺癌に関する研究は基礎研究,臨床研究の何れについても未解決の問題が多く,最終目標である肺癌の完全治

癒に到達する迄には未だ幾多の迂余曲折が予想される｡将来を論ずるためにはまず現状の把握からという考え方

に基づいてこの討論会を編成した｡

(I) 培養癌細胞膜坑原を利用する癌診断の試み :森川 茂,陳 世沢,戸部隆吉,安平公夫 (病理)

演者らはヒト悪性腫癌細胞の培養を試み,そのうち胃癌患者腹水より樹立分離した3株の陸揚性細胞と,肺癌

患者胸水より得た1株について腫癌特異抗原を検出した｡これらの癌特異抗原保有細胞を用いて患者血清中の抗

体の有無について蛍光抗体法間接法を用いて検査し,診断面での応用を目的として研究した｡

その結果,担癌患者血清中細胞膜と反応する成分は,免疫学的な同定により IgG であることが則った｡IgA,

igM 成分は証明されず α2マクログロブリンも検出されなかった｡患者血清中抗体の検出率は,胃腺癌患者16例



- 10- 京大胸部研紀要 第10巻 第1,2号

中13例,結腸癌 5例全部,肺腺癌11例中6例,膜状癌 1例が陽性であった｡腺癌全体として35例中27例が陽性で

ある｡これ以外の悪性腫療 8例,非癌患者および健康者では陰性,妊娠中期から末期にかけて陽性反応を示した

例も認めた｡

(2)機能性肺腫癌の組織化学 :伊藤元彦 (胸部外科)

肺の機能性腫疫の白験例から組織化学的検討の所見を中心に報告した｡

まず,セロトニン産生肺癌および ADH-PMSH-ACTH 産生肺癌では,培養細胞を用いた組織化学的検討や

"function"に影響を与える諸因子について検討を行ない, "function日 は腰痛のおかれている環境に左右される

という結論に達した｡

つぎに alkalinephosphatase(Regan)産生肺癌では組織化学的および電顕的に検討し, alkalinephosphatase

が細胞膜以外にも存在することを指摘した｡

最後に amylase産生肺癌について免疫組織学的に検討 し,腫癌細胞自身の amylase産生を証明し,さらにそ

の発生母地として気管支腺や末梢肺癌領域に amylase産生細胞が見出されることを証明した｡

(3) 培養癌細胞の癌化学療法への応用 :長瀬千秋 (胸部外科)

演者は肺癌に対する化学療法をより効果的にする目的で,invitroで培養癌細胞を使って制癌剤感受性試験を

行なった｡方法としては癌細胞のコロニーを作らせて,制癌剤によって増殖が抑制される程度を定量的に測定す

る方法を用いた｡培養容器としてマイクロプレートを用いることによって僅かなスペースで多数の検体が処理 し

得るように工夫した点に特徴がある｡判定はマイクロプレー トの各ウエルについて顕微鏡下でマイクロコロニー

の数を算定して薬剤の刺痛効果を定量的に測定 した｡ この方法を用いて L-1210細胞について測定した成績を

dyeexclusionmethodの成績と比較した結果本法の方が鋭敏でかつ正確なデータが得られた｡以上の実験成績よ

り本法は今後臨床的にも利用し得る優れた制癌効果測定法であると思われる｡

(4) 疫学 :泉 孝英 (内科学第二)

京滋地区における肺癌の疫学的調査結果を京滋肺癌研究会を代表して報告した｡現在登録 された肺癌患者は

274例,そのうち205例 (76%)は細胞型が明らかな確診患者であった｡好発年令は60才～79才で170例 (63%)が

この年令層に属 していた｡外科的に切除できたものは50例 (23%)に過ぎなかった｡しかし最近10年間の統計資

料によれば最近肺癌患者数の増加の傾向が見られ,今後この梓の調査に対する一層の医師の協力をお顕したい｡

(5) 外科療法 :寺松 孝 (外科)

現在肺癌外科の問題点は,(1)治癒切除率の向上,(2)有効な併用療法の確率,(3)組織型別による対策の確立,

の3点である｡この観点から京大胸部研および愛知がんセンタ-の臨床成績について報告した｡

1) 切除率は30% (そのうち治癒切除率は60-70%),治癒切除後の5年生存率は50%に近かった｡

2) 併用療法については病期 Ⅰのものでは治癒切除後放射線療法や化学療法を併用しても併用しなくても生存

率にはほとんど差がなかったが,病期Ⅱ期の群では外科療法と化学療法の併用群が最も高い生存率を示した｡

3) 扇平上皮癌では外科療法と放射線療法の併用が最も成績が艮かったが,一方腺癌では外科療法と化学療法

の併用が最も優れていた｡この理由は腺癌は扇平上皮癌と比べて遠隔転移が多いためと思われる｡

一般的にみて治癒手術を行ない得た場合は小細胞性未分化癌を除けば何れの組織型でもほぼ等しい高い5年生

存率が得られたことより肺癌の治療に肝心なことは早期発見による治癒切除療法であると思われる｡

(6) 化学療法 :中西通泰 (内科学第-)

急性白血病に比べると分裂のサイクルにのった細胞が極端に少なく,発育の遅い肺癌では,制ヲ高利に対する感

受性は低く,進行肺癌に対する化癖は無力である｡ しかし化癖に対し responseのある患者は, ない患者よりは

生存期間が長いので,responseのある限り長く続けるのが化癖の原則で,そのために多剤併用間歓療法が試みら

れる｡この方法で化療剤の毒作用と免疫抑制が軽減される｡根治手術後の adjuvantとしての化療に期待が持た

れるが,小細胞癌に対する Cychrophosphamideが延命に有効である以外は成績が悪い｡これは患者の防衛機構

を何かの形で障害したためと考えられる｡生体の免疫能力との関係が肺癌でも認められるので免疫療法が今日で
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は広く行なわれるようになった｡

手術によって,腰癌の大部分を除去し,残った少数の癌細胞の処理に,破壊的な化療と細胞免疫を主とした防

衛力を高める免疫療法を行なうのが現実の目標であろう｡

(7) 放射線療法 :阿部光幸 (放射線科)

1) 肺癌に対する放射線療法を強化するため,95%酸素,5%炭酸ガス吸入下での放射線治療を試み,患者の

3年生存率の改善を認めたが,根治率の向上には結びつかなかった｡

2) 不均等分割照射は現在での時点で3年生存率が22.2%であり,これを従来の均等分割照射の3年粗生存率

4.5% と比較すると極めて優れた成績と言えよう｡ この成績は混合ガス吸入下照射の成績と比較しても明らかに

良好であった｡

3) 術中照射は主病巣が大部分切除され,手術的に廓清できない病巣が限局性に遺残した場合に適用すれば,

正常肺組織の障害を最少限にすることができるので有力な治療術式になると考えられる｡ 1回線量は腰痛の大き

さ,組織型により異るが,2,500-3,000radsの領域が適当と思われる､つ

(8) 予後 :佐藤筒彦 (内科学第二)

肺癌209例について発見当時の自覚症状と予後との関連性について追跡調査を行なった｡その結果自覚症状を

基準に Feinsteinの分類に従って患者を分類すると病期および予後とよく相関していたことより,肺癌患者にお

ける初診時の自覚症状の重要性について注意を喚起した｡

以上の発表に続いて長石忠三先生,辻 周介先生および岡田慶夫先生から特別発言をいただいた｡

まとめ :

肺癌は近年急速に増加してきた難治性肺疾患の一つである｡その難治性の理由としては肺癌が比較的早期に肺

門や縦隔の リンパ節,またあるものは遠隔部位に転移巣を形成することが挙げられる｡従って肺癌治療の実際に

当っては①早期診断⑧充分な外科療法③転移巣に対する有効な全身療症,の3者の協力が必要となる｡しかし現

実には末だ理想の域に達するまでには至っていないけれども今日の討論会における報告にもみられるように多方

面からの研究がなされており,近い将来肺癌の根治が可能になることが期待される｡

ⅠⅠ 胸部研談話会

第1回 癌原性炭化水素による発癌機構の解明に向けて 高橋権也 (病理)(51.10.14)

第2回 気管支嘱息について 川合 満(内科第-),木野稔也(内科第二),宮木iE昭(東大物療内科)(51.12.2)

ⅠⅠⅠ特別ゼミナール

第65回 奥山 治美 (名古屋市大薬)

リン脂質の脂肪酸ノヾターン決定における2つの要因 (51.6.12)

第66回 丸山 工作 (京大理)

筋肉の弾性蛋白質 (51.7.3)

第67回 前田 敏弘 (滋賀医大)

アミンニューロンとその終末 (51.7.31)

第1回シンポジウムや肺の微細構造と機能一肺表面活性を中心として-〟(51.12.18)

肺胞披覆層の超微形態学的研究

周産期の肺の発達と新生児特発性呼吸困難症候群

ガスマスによる肺燐脂質の研究

脂質代謝異常と肺表面活性物質

人およびラット肺発塗の比較超徴形態学的研究

総 折 討 論

ⅠⅤ そ の 他

ProfJohnR.David(U.S.A.Harvard大 内科)

Delayedhypersensitivityinvitro(51.9)主催 内科第二

ProfHal∫.Colebatch(オース トラリア,New SouthWales大 内科):

PulmonaryMechanecsindiagnosisofairwaydisease(51.12)主催 肺生理

岡 田 慶 夫 (滋賀医大)

小 川 雄之亮 (名市大医)

斉 藤 国 彦 (関西医大)

鈴 木 康 弘 (京大胸部研)

安 田 寛 基 (帝京大医)

加 藤 幹 夫 (京大胸縛研)
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内 科 学 第 1

〔学 会 発 表〕

前川暢夫 :RFP使用症例の検討,日本結核化学療法研究会総会 (50.6)

前川暢夫,武田貞夫 :耐性検査培地の性能に関する検討 (1),同 (50.ll)

川合 溝,前川暢夫,中西通泰,久世文章,武田貞夫,小田芳郎,南野正隆,吉見輝也 :気管支嘱息患者に於

ける Triamcinoloneacetateの治療効果とその副腎皮質機能に及ぼす影響について,第73回日本内科学会総会

(51.4)

前川暢夫,中西通泰,川合 満,久世文事,武田貞夫,小田芳郎,江郡康二,桐谷良一 :肺結核患者発見の動

機に関する検討,第51回日本結核病学会総会 (51.5)

久世文事,前川暢夫,稲葉宣雄,大井 豊,山田栄一 :末治療 (初回)肺結核に対する強化化学療法に関する

研究,同 (51.5)

中西通泰,前川暢夫,川合 溝,久世文章,武田貞夫,小田芳郎,江部康二,桐谷良一 :進展する気管支拡張

症,第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)

前川暢夫,池田宣昭,稲掛英男 :結核菌の発育に不適当な条件と化学療法 (ガス曝露と化学療法剤の効果),

日本結核化学療法研究会総会 (51.6)

久世文事,倉沢卓也,江部康二,前川暢夫,鈴木康弘 :肺にびまん性陰影を示したクリプトコッカス感染症の

疑われる-症例,第89回日本内科学会近畿地方会 (51.7)

沢田賢三,西山秀樹,江部康二,小田芳郎,久世文事,川合 満,中西通泰,前川暢夫,清水慶彦,鈴木康

弘 :原発性肺細網肉種の-症例,第25回肺癌学会関西支部会 (51.7)

川合 満,前川暢夫 :重症噛息発作とその治療,第26回日本アレルギー学会総会 (51.9)

中西通泰,前川暢夫,川合 満,久世文事,小田芳郎,江部康二,細川昌則,西山秀樹,沢田腎三,長谷光雄,

坂東憲司,望月吉郎,桐谷良一 :気管支拡張症を伴なった大動脈炎症候群,第12回日本胸部疾患学会近畿地方会

(51.ll)

川合 満 :気管支嘱息の治療,とくに副腎皮質機能を考慮した治療について,第2回胸部研談話会 (51.12)

前川暢夫,池田宣昭,稲掛英男 :RFP使用症例の検討 (第2報),日本結核化学療法研究会総会 (51.12)

前川暢夫,池田宣昭,稲掛英男 :アミノ配糖体高度耐性菌の交叉耐性,同 (51.12)

前川暢夫 :最近の結核化学療法について,第24回日本化学療法学会西日本支部総会 (51･12)

久世文事 :非定型抗酸菌の薬剤感受性 (シンポジウム),同, (51･12)

西山秀樹,前川暢夫,笹田昌孝,沢田博義,中村 徹,内野治人 :白血病患者に於ける感染症と白血球機能の

関連,同 (51.12)

種田和清,倉沢卓也,岩田猛邦,笹沼竹雄,松原恒雄,小橋陽一郎,山辺博彦 :特異な転移を示した肺癌の一

例,第91回日本内科学会近畿地方会 (51･12)

〔誌 上 発 表〕

磯部喜博,岡本博史, 直木由太郎, 吉田敏郎,中沢一郎, 山内立夫, 小河節子, 池田宣昭, 小沢 晃,

馬測尚克 :RFP使用症例の検討 (第1報),医療,30:30 昭51

川合 満,前川暢夫 :UnilateralHyperlucentLung(Swyer-Jamesまたは MacLeod症候群)の1例,目胸

疾会誌,14:143-150,1976
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前川暢夫 :非定型抗酸菌症 薬物療法,9二3,昭51

久世文事 :非定型抗俊菌の薬剤感受性,薬物療法,9:9-14,1976

中西通泰 :気管支拡張症,(分担執筆) 今口の治療指針,医学書院,I).145,1976.

寺松 孝,中西通泰 :結核の治療法の変遷,円本医車新報,N.02736,3,昭51
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･内 科 学 第 2

1.免疫学の基礎的領域に関する研究

〔学会,研究会発表〕

桂 義元,湊 長博,泉 孝英 :Virusplaque法による遅延型過敏症の解析,昭和50年度日米医学協会結核専

門部会会議 (51.2)

Katsura,Y.,Izumi,T･,Minato,N･:Antigenreactivelymphocytes(1eteetedbyvirtlSPlaqueassこIy:SuI)i)re･W)r

T-cellsinvolvedindelayed-hypersensitivity･ llthJointmeetingtut,er(､ul｡sispanel･ U･S-Jal)anC0-Operative

medicalscienceprogram (1976.9)

高橋千恵,太藤重夫,泉 孝英 :マウスにおける接触過敏症に関する研究(第 3報)接触過敏症の stlppreSSi('n,

第26回日本アレルギー学会総会 (51.9)

桂 義元,湊 長博他 :Vesicularstomatitisvirusによる遅延型過敏症の増強,第 6回日本免疫学会総会 Work-

shopV. 細胞性免疫のパラメーター (51･12)

湊 長博,桂 義元 :マウスのヒツジ赤血球に対する免疫反応におけるウイルス感受性の抗原特異的T細胞,

第 6回日本免疫学会総会 (51.12)

高橋千恵,太藤重夫,西川伸一,桂 義元,泉 孝英 :DNFB 塗布による DNP 特異性抗体の産/i機構一接

触過敏症との関連について,第 6回日本免疫学会総会 (51.12)

西川伸一,高沖宗夫,泉 孝英,桂 義元 :タンパク抗原に対する免疫記憶の研究, invitroの解析,第 6回

日本免疫学会総会 (51.12)

湊 長博,桂 義元 :ウイルスの遅延型アレルギー発現に対する影響,第37回実験結核研究会総会 (51.1.2)

〔誌上発表,研究報告〕

桂 義元,湊 長博,泉 孝英 :Virusplaque法による遅延型過敏症の解析,昭和50年度日米医学協力計画報

告書 (結核専門部会)p･287

Minato,N‥Katsura,Y.:Enumerationofantigen reactiveTICCllsagainstSheeperythrocytesbythevirus

plaqueassay･ Japan･J･Microbiol･,20(4)･･351,1976.

Katsura,Y.,Minato,.N.:DetectionoftulJerCulinreactivecellswithvirusplaque.'ISSay.Japan.J.Tub.Chest

Dis,20(1-2):7,1976･

高橋千恵,太藤重夫,泉孝英 :接触過敏症研究における最近の動向,皮膚科の臨沫 18(10):687,1976.

2.結核アレルギーに関する研究

〔学会,研究会発表〕

大島駿作,大山口渥 :モルモットにおけるツベルクリンアレルギーの受身伝達機構に関する研究- リンパ球に

ついて,昭和50年度日米医学協力研究会結核専門部会会議 (51.2)

大島駿作,大山口握,松井祐佐公,門 政男,佐藤篤彦,木野稔也,小原幸信 :動物におけるツベルクリンア

レルギーの受身伝達機構に関する研究-Tリンパ球について,第51回日本結核病学会総会 (51.6)
■

大山口握,湊 長博,佐藤篤彦,木野稔也,大島駿作 :動物におけるツベルクリンアレルギ-受身伝達機構 :

T-cellに関して,第36回実験結核研究会 (51.6)
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〔研 究 報 告〕

大島駿作,大山口渥 :モルモットにおけるツベルクリンアレルギーの受身伝達機構に関する研究- リンパ球に

ついて,昭和50年度日米医学協会計画報告書 (結核専門部会)p.297

3.肺癌に関する研究

〔学 会 発 表〕

佐藤篤彦,大島駿作 :ゼロトモグラフィーによる肺癌の観察,第25回日本肺癌学会関西支部会 (51,7)

松井祐佐公,真弓暫二,佐藤罵彦,泉 孝英,大島駿作 :肺癌症例における免疫学的動態,第25回日本肺癌学

会関西支部会 (51.7)

松井祐佐公,木野稔也,大島駿作 :肺癌の細胞性免疫に関する研究 "肺癌患者末栴血 リンパ球と肺癌組織抽出

液との培養上清のマクロファージ遊走阻止能,第17回日本肺癌学会総会 (51.10)

真弓哲二,大山口握,松井祐佐公,佐藤篤彦,泉 孝英,大島駿作 :肺癌患者の免疫機能に関する研究 (第4

報)60Co放射線照射療法の免疫機能に及ぼす影響について,第17回日本肺癌学会総会 (51.10)

泉 孝英,長井苑子,杉之下俊彦 :肺癌患者の免疫機能に関する研究 (第5報)肺癌患者血清の免疫抑制作用

について,第17回日本肺癌学会総会 (51.10)

〔誌 上 発 表〕

佐藤篤彦,大島駿作,浜川純一,蔵岡信良,曽我部康之 :ゼロトモグラフィーによる肺癌の臨床,日本胸部臨

床,35(ll):680,昭51

4.気管支噂息に関する研究

〔学 会 発 表〕

木野稔也,今井弘行,松井祐佐公,大島駿作 :昆虫による気管支癌息の研究 (第Ⅱ報)蛾および煤特異的 Ig

Eの季節変動とハウスダス トおよびダニ特異的 IgE との関係,第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)

木野稔也,今井弘行,松井祐佐公,大島駿作 :昆虫による気管支嘱息の研究 (第Ⅲ報)蛾および蝶特異的 Ig

Eとダニおよび H.D特異的 IgEの相互関係,第26回日本アレルギー学会総会 (51.9)

〔誌上発表,研究報告〕

木野稔也 :気管支嘱息におけるアレルゲンの検索-蛾および煤のアレルゲンとしての意義,昭和50年度藤原記

念財団研究業績報告集 p.46

木野稔也,今井弘行,大島駿作 :昆虫による気管支嘱息の研究 (第 1報)峨および蝶のアレルゲンとしての意

義,アレルギー 25(6):525,昭51

5.サルコイド-ジスに関する研究

〔学会,研究会発表〕

北市正則,西川伸一,泉 孝英 :実験時肉芽腫形成について,厚生省特定疾患サルコイド-ジス調査研究班昭

和50年度班会議 (51.2)

泉 孝英,西川伸一 :健康診断において発見されたサルコイドージス症例の予後,厚生省特定疾患サルコイド

ージス調査研究班昭和50年度粧会議 (51.2)

山本正彦,泉 孝英他 :わが国におけるサルコイドージス患者の経過およびそれに影響をあたえる因子につい

て一全国症例775例の分析より-,第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)

泉 孝英,西川伸一,大山口遅,木野稔也,森岡茂治 :健康診断によって発見されたサルコイドージス症例の
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予後,第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)

古家 亮,泉 孝英他 :サルコイドージス患者の心電図異常所見について (第 1報)臨床例の検討,第16回E]

本胸部疾患学会総会 (51.6)

泉 孝英 :サルコイ ド-ジス患者血清の免疫抑制作用,第16回 日本胸部疾患学会サルコイ ド-ジス 自由集会

(51.6)

Izumi,T･etal･:Significanceofmediastim･)scoplCalbiopsleSincaseswith singleinvolvementineyesuspICIOuS

ofsarcoidosis2ndEuropeanSymposium onSarcoidosis(Berlin)(1976.ll)

Izumi,T･:ExperiencewithanEdinburghKveimantigeninJapan.2ndEuropeanSymposium onSarcoidosis

(Berlin)(1976.ll)

〔誌上 発表,研究 報/i/J

平賀洋明,泉 孝英他 :サルコイドージスの肺野病変分類試案,昭和50年度厚生省特定疾患サルコイド-ジス

調査研究班研究業績, p.125,(51.3)

古家 亮,泉 孝英他 :サルコイ ド-ジス患者の心電図異常所見について (第 1報)臨症例の検討,昭和50年

度厚生省特定疾患サルコイド-ジス調査研究丑研究業績,p.137,(51.3)

泉 孝英 :健康診断によって発見されたサルコイド-ジス症例の予後,昭和50年度厚生省特定疾患サルコイ ド

-ジス調査研究班研究業績,p.229,(51.3)

北†fl一正則,西川伸一,泉 孝英 :肺における規上皮細胞肉芽腫形成に関する実験時研究(第 1報),昭和50年度
厚生省特定疾患サルコイ ド-ジス調査研究班研究業績,p.70,(51.3)

泉 孝英 :Ⅶサルコイ ドージス,B.病因一免疫学的な立場から一伊藤文雄,前川暢夫編集,全身性疾患の肺病

変,p･153,世界保健通信社,大阪 昭51

Hosoda,Y･,Izumi,T･,Oshima,S.,Tsuji,S.etal.:A cooperativestudyofsarcoidosisinAsiaandAfrica:

DcscrlPtlVeEpidemiology.Ann.NewYorkAcad.Sci.,278:347,1976.

Matsui,YIIzumi･T.etal･:ClinicoIPathol.)glCalstudyonfatalmyocardialsarcoidosis･Ann･NewYorkAcad･

Sci.,278:445,1976.

Johns,J･,Tsuji,S.etal.:Thepro†,lcmofthetreatmentofsarcoidosis･Ann･NewYorkAcad･Sci･,278:743,
1976.

泉 孝英 :サルコイ ドージス,阿部正和他編,新臨床内科学第 2版,p.118.昭51

泉 孝英,西川伸一 :診断基準とその使い方,サルコイ ドージス,Medicina,13(13):102,19761

6.肺線稚症に関する研究

〔学会,研究会発表〕

平il】健雄,泉 孝英 :流血中の Immune-complex証明法-血小板凝集法一 に関する基礎的研究,昭和50年度

厚_/i三省特定扶患,肺線維症調査研究班班会議 (51.2)

辻 周介,平田健雄,泉 孝英 :流血中の Immunecomplex証明法一血小板凝集法一 に関する基礎的研究,

昭和50年度文部省総合研究 "肺線維症〝第 2回班会議 (51.3)

大島駿作,泉孝英 :ステロイ ド剤の免疫反応に及ぼす影響に関する研究,昭和51年度文部省総合研究 "肺線維

症〝第 1回hjE会議 (51.3)
北谷文彦,泉孝英 :近畿地区における肺せんい症の現況(第 2報),第42回日本結核病学会,第12回日本胸部疾

患学会近畿地方会 (51.ll)

平田健雄 :III型アレルギー (Arthus型反応)からみた間質性肺炎, 第42回日本結核病学会, 第12回日本胸部

疾患学会近畿地方会シンポジウム ｢肺と免疫｣(51.ll)

〔研 究 報 告〕

平卜廿健雄,泉 孝英 :流血中の Immune-complex証明法-血小板凝集法一に関する基礎的研究,厚生省特定
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疾患,肺線維症調査研究班,昭和50年度研究報告書 ｢肺線維症の成因,治療及び予防に関する研究｣,p･121,(51.3)

滝島 任,泉 孝英他 :肺線維症のための免疫学的,生化学的および呼吸生理学的検査,厚生省特定疾患肺線

維症調査研究班昭和50年度研究報告書 ｢肺線維症の成因,治療及び予防に関する研究｣,p.149,(51･3)

7.産業性肺疾患に関する研究

〔学 会 発 表〕

泉 孝英 :ベリリウム肺について,産業衛生学会第18回じん肺研究会特別講演 (51.2)

泉 孝英,西川伸一,平田健雄,小原幸信,折田雄一 :慢性ベ リリウム肺に関する研究 (第 2報)慢性ベリリ

ウム肺症例の臨床経過,第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)

〔誌 上 発 表〕

西川伸一,泉 孝其 :ベリリウム症,最新医学,31(8);1515,昭51

泉 孝英,西川伸一 :本邦における慢性ベ リリウム肺,日本胸部臨床,35(ll):805,昭51

Izumi,T･,Kobara,Y･etal.:Thefirstsevencasesofchroricbervlliumdiseaseinceramicfactoryworkersin

Japa･n, Ann.NewYorkAcad.Sciリ278:618,1976

8.呼吸器疾患の免疫学的研究

〔学 会 発 表〕

泉 孝英,西川伸一,平田健雄 :類上皮細胞肉芽腫形成性肺疾患の免疫学的動態に関する研究 第73回日本内

科学会総会 (51.5)

西川伸一,泉 孝英 :呼吸器疾患患者の免疫学的動態に関する研究 (第4報)血清 IgA 高値の免疫学的意義,

第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)

門 政男,大島駿作 :慢性呼吸器感染症患者の気管支洗浄液中の免疫グロブリン･リゾチームに関する研究,

第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)

泉 孝英,西川伸一,平田健雄 :類上皮細胞肉芽腫形成性肺疾患の免疫学的動態,第 4回E]本臨床免疫学会総

会 (51.7)

平田健雄,泉 孝英 :血小板凝集反応による Immune-complex検出法の特性 に関する基礎的研究,第 4回

日本臨床免疫学会総会 (51.7)

杉之下俊彦,長井苑子,泉 孝英 :ヒト血清の免疫抑制作用に関する研究 (第 1報)肺癌,サルコイドージス,

慢性ベリリウム症および肺結核患者血清の抗 SRBC産生抑制作用,第26回日本アレルギー学会総会 (51･9)

〔誌 上 発 表〕

泉 孝英 :肉芽膜性疾患 "免疫〝,最新医学,31(8):1467,昭51

泉 孝英 :外因性アレルギー性肺胞炎,臨床科学,12(9):1165,昭51

門 政男 :呼吸器における局所免疫一気管支洗浄液中の免疫グロブリンおよび lysozymeについて,日本胸部

臨床,35(12):893,昭51

9.症 例 報 告 〔学会発表コ

北市正則,木野稔也,松井祐佐公 :肺を含み全身性アミロイドージスを合併 した骨骸贋の1例,第89回日本内

科学会近畿地方会 (51.7)

佐藤罵彦,松井祐佐公,今井弘行,大島駿作,本田和徳,山本 寿,高田悠紀 :肺癌と鑑別診断を要 した気管

支結核11例の臨床的検討,第51回日本結核病学会総会 (51.6)

北市正則,小原幸信,中村正義 :肺動静脈療の1例,第89回日本内科学会近畿地方会 (51.7)
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10.講演会,談話会など

大島駿作 :サルコイ ド-ジス,国立結核センタ｣召請講演,ビルマ,マングレー,ラングーン (51.2)

大島駿作 :サルコイ ドージス,Persahabatan病院招請講演,インドネシア,ジャカルタ (51.2)

大島駿作 :サルコイ ド-ジス,Airlangga大学招請講演,インドネシア,スラバヤ (51.2)

木野稔也,松井祐佐公 :MIFtestにおける問題点,第 3Llj]京大臨床免疫同好会 (51.4)

大島駿作 :遅延型アレルギー,日本短波放送 (51.7)

寺松 孝,大島駿作 :縦隔腫癌,日本短波放送 (51.7)

泉 孝英 :ヒト血清中の免疫抑制作用物質について,第 4回京大臨床免疫同好会 (51.9)

湊 長博 :Virusplaque法による遅延型過敏症の解析,第 4回京大臨床免疫同好会 (51.9)

西川伸一 :たんばく抗原に対する免疫記憶,第 4ET]京大臨床免疫同好会 (51.9)

大島駿作 :結核の家庭療法,MBS放送 (51.10)

大島駿作 :肺癌と免疫,京都胸部医会 (51.ll)

木野稔也 :昆虫アレルギーと気管支嘱息 (昆虫アレルゲンの重要性について),第 2回胸部研談話会 (51.12)

泉 孝英 :ヒト血清の免疫抑制作用について,第28回国立大学附置研究所結核 及び胸部疾患談話会 (51.12)

ll.そ の 他

〔学 会 発 表〕

大川欣-,北市正則 :酸性触域でのDABによるカタラ-ゼの細胞化学,第32回E1本電子顕微鏡学会総会 (51.

4)

〔誌 上 発 表〕

大島駿作,佐藤罵彦 :腎疾患,伊藤文雄,前川暢夫編集,全身性疾患の肺病変,p.75,世界保健通信社,大阪,

(5].4)

胸 部 外 科 学 部

〔学 会 発 表〕

1.腫 療

伊藤元彦 :機能性腫房の組織化学的研究 京大胸部研講演会シンポジウム (51.1)

長瀬千秋 :invitroにおける制癌剤感受性試験,同上 (51.1)

福田治男,伊藤元彦 :アミラーゼ産生肺癌の発生母地に関する研究,第24回肺癌学会関西支部会 (51.2)

松原義人,滝 俊彦,福田治男,甲斐隆義,船津武志,池田貞雄,長瀬千秋他 1名 :多剤併用化学療法による

肺癌の長期生存例,同上 (51,2)

滝 俊彦,福田治男,松原義人,甲斐隆義,池田貞雄,船津武志他 3名 :6才の小児にみられた気管支腺鮭,

同上 (51.2)

中島遺郡,立石昭三他 :肺気腫の長期経過中に続発した肺癌症例,同 ヒ (51.2)

玉田二郎,人見滋樹他 5名 :胸椎原発の巨細胞膿の 1例,同上 (51.2)

丸山 泉,人見滋樹,玉田二郎 :肺転移巣の自然治癒をみた腎癌の 1例,同上 (51.2)

岡田英彦,倉田昌彦他 3名 :高令者 (70才以上)肺癌手術例の経験,同上 (51.2)

長瀬千秋,伊藤元彦,寺松孝 :いわゆる肺の小細胞癌の予後に関す る臨床的 な らびに病理学的考察, 同上

(51.2)

省班会議 (51.2)

伊藤元彦,長瀬千秋,福Lll治男,安倍隆二,寺松 孝 :Ⅲ期肺癌の治療----隣接組織合併切除に関連 して,日

本外科学会総会 (51.4)

伊藤元彦 :呼吸器の細胞診,スライ ドカンファレンス出題,大阪細胞診研究会 (51.5)
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長瀬千秋,高島義光,渡部 智,松本守海,清水慶彦,安倍隆二,伊藤元彦,山本博昭,寺松 孝 :進行肺癌

に対する外科的治療の適応限界について,第19回日本胸部外科学会関西地方会 (51.6)

伊藤元彦,長瀬千秋,福田治男,光岡明夫,永田明義 :気管支肺胞系の防禦機構としての気管支腺の意義につ

いて (第 2報)第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)

北野司久 :肺癌における免疫化学療法の可能性,第25回肺癌学会関西支部会シンポジウム (51･7)

長瀬千秋 :肺癌術後の adjuvantchemotherapyにおける薬剤の選択,同上シンポジウム (51.7)

二宮和子,滝 俊彦,福田治男,松原義人,甲斐隆義,船津武志,池田貞雄他2名 :高 Ca血症を伴なった肺

癌の1例,同上 (51.7)

浜本康平,立石昭三他 :気管支壁内転移を疑われた腎腫癌の1剖検例,同上 (51.7)

人見滋樹,玉田二郎他 1名 :縦隔鏡検査による後気管,勇食道,下部気管分岐部 リンパ節の生検- 食道癌,

肺癌症例-の応用,同上 (51.7)

麻田邦夫,倉田昌彦他7名 :腎癌の転移性肺腰湯の検討,同上 (51.7)

伊藤元彦, 長瀬千秋, 高島義光, 安倍隆二 他 1名 :Alkaliphosphatase (Regan) 産生肺癌の1例, 同上

(51.7)

佐藤新太郎,伊藤元彦 :胸水中の肺腺癌細胞と肺巨細胞癌細胞の比較検討,日本臨床細胞学会 (51･7)

人見滋樹,船津武志 :後気管縦隔鏡検査法の検討,縦隔疾患に関する厚生省班会議 (51.7)

倉田昌彦他3名 :乳癌と他臓器悪性腫疫との合併 2例,第24回乳癌研究会 (51.7)

倉田昌彦他3名 :乳腺線維肉腫の1例,同上 (51.7)

松本守海,山本博昭,寺松 孝 :肺癌患者における尿中 Dehydroepiandrosterone-sulfate(DHA-S)の臨床的

意義,第13回術後代謝研究会 (51.7)

長瀬千秋,高島義光,伊藤元彦,寺松 孝,北野司久 :microplateの使用による制癌剤感受性試験の試み (罪

3報)第14回日本癌治療学会総会 (51.9)

松村理司,山里有男,中納誠也,井上律子,小林君美 :左側巨大ブラを伴った肺癌の1例,83回岐阜外科集談

会 (51.9)

船津武志,松原義人,池田貞雄,滝 俊彦,甲斐隆義他4名 :肺癌の予後- とくに縦隔鏡検査所見との対比

を中心に,第29回日本胸部外科学会総会 (51.9)

人見滋樹,玉田二郎他2名 :転移性肺癌の外科- 剖検しえた転移性肺癌152例の検討から,同上 (51.9)

伊藤元彦,長瀬千秋,高島義光,安倍隆二,寺松 孝 :転移性肺腫癖の外科的治療- とくに多発性転移巣に

対する外科的治療の意義と適応について,同上 (51.9)

長瀬千秋,高島義光,伊藤元彦,寺松 孝,北野司久他 1名 :invitroにおける制癌剤スクリ-ニングテス ト

法,第35回日本癌学会総会 (51.10)

池田貞雄,松原義人他 1名 :肺癌組織中の腫癌特異抗原の検索- 抗原の性状と抗原刺激によるリンパ球の幼

若化反応,同上 (51.10)

松原義人,池田貞雄 :肺癌患者におけるCEA測定,同上 (51.10)

中田利一,光岡明夫,伊藤元彦 :ビール酵母細胞壁成分のマウス腫癌に対する作用,同上 (51.10)

大郷勝三,倉田昌彦他2名 .'ヒト乳癌のエストロヂエン,プロヂェストロン,プロラクチンレセプターについ

て,同上 (51.10)

長瀬千秋,高島義光,伊藤元彦,寺松 孝,北野司久 :肺癌培養細胞を用いる制癌剤感受性検査法,第17回日

本肺癌学会総会 (51.10)

北野司久,弘野慶次郎,宮林美福,市谷通雌,光岡明夫,長瀬千秋 :人肺癌に於けるTAA並びに Nuマウス

への Transplantabilityの検討,同上 (51.10)

池上佳典,倉田昌彦他 5名 :肺癌にみられた重複癌の3症例,同上 (51.10)

伊藤元彦,長瀬千秋,高島義光,安倍隆二,寺松 孝 :進行肺癌に対する "非根治的〝切除の意義,同上 (51.

10)

人見滋樹,玉田二郎,船津武志,寺松孝,山本博昭,伊藤元彦,安倍隆二,清水慶彦,松本守海,長瀬千秋 :
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肺癌に対する縦隔鏡検査の手技の検品 丑削 ,高橋らの方法の肺癌-の応用- -とくに知 1;;後部,気管分岐部下

2■附)ンパ節の/-I･:検について,吊卜(51.1())

福冊治男,伊藤元彦 :アミラーゼ舶 用 IL癌の発′日寸地に関する免疫組紬､卸',]研究,刷 ･.(51.10)

佐藤新太郎,安湘義男 :帖結核治療中に発牛した梢の稿十円 ･.皮癌,同 卜(51.10)

長瀬千秋,北野司久 :マイクロプレ-卜をFHいる紬嘉剤感受性検査法 (第 2報)- 肺踊 LLJ;･養細胞に対する制

癌剤の増殖阻止効果の検討一 第 9恒溝帽 剤適応研究会 (51.10)

福田治男,伊藤元彦 :ア ミラーゼ配 し潮'-癌の研究,fun(､tioninEftumOr研究会 (51.10)

佐藤新太郎,安淵義男他4名 :JHj癌と肺結核の鑑別診断について,国立痛にlri,療養所医学会 (51.10)

桑煩 正品 池口憤 酢 松Iri,ri義人 滝 俊彦,船津武志 叩射 壷義他3告.･fj佃糾こ対するJL成 合併切除後の硬膜

による欠損部の修復,第12O回近畿外科学会 (51.ll)

青木 稔,長瀬千秋,伊藤元彦 :胸咽 酎針 1験例の検討,弟121[_帖 本棚 紳裏患学会近畿 地)j会(51.ll)
rl/.石昭三,清水慶彦他 6名 :気管丁酎掛こ対する/,ltJ持切li,ト- 甜三二切除,端々吻合術後の減脹方法としてのツタ
ンカーメンギプスベッドの応用,同 L(51.ll)

船津武志,人見滋樹 :摘癌における縦隔 リンパ節転移とj'磯 ,厚生省粧会議 (51.ll)

人見滋樹,船津武志 :縦隔膜場に対する胸腔造第三と胸船鏡検査および組織学的検索,同上 (51.ll)

人見滋樹,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :Highriskgroupの肺癌集団検診の検討,厚生省班会議 (51.ll)

伊藤元彦,寺松 孝 :51年早期肺癌 2例の報告,吊 L(51.ll)

伊藤元彦 :呼吸器の細胞診,スライドカンファレンス出題,大阪細胞診研究会 (51.ll)

伊藤元彦 :肺癌臨床における最近の トピックス,京阪神呼吸器談話会 (51.ll)

松本守侮,伊藤元彦,jJ--･松 孝 :肺癌患者における成申I)HA-tqの意義,厚J上省班会議 (51.ll)

岡田慶夫,伊藤元彦 :気管二女腺の構造,気道分泌研究会 (51.12)

長瀬千秋 :肺癌培養細抱を用いての紬轟剤感受性検査の試みとその佃 甜 ヒ学療法への応鮎 第28回国立大学付

置研究所談話会 (51.12)

2.碗腺 ･免疫

研究,文部省科研 欄削泡性免疫_‖井会議 (51.1)

光岡明大,森川 茂,馬場溝リl,安平公夫 :('y(二Iol'h''sphamideの遅担t,.i_7レルギーに及はす/旨旨響の免疫病理
学的研究,第65回日本病理学会総会 (51.5)

倉日昭 彦,松谷之義,和rt昭二己,山本博昭他 5名 :斬闘ス凍りJ症における胸腺摘出の効果 .'第19回日本胸部外

科学会関L射出方会 (51.6)

光｢剛)]大,森川 茂, 安平公夫 :( 'y(lloph(,叩 hとul,i(1L,に よ る 遅延型アレルギー増強機構の紬泡学的解析,文部

省科研 r免疫応答を調節するアジュハントに関する基礎的研 究 】姓会読 (51.10)

寺松 孝 :胸腺の外科,シンポジウム司会,第29回11本胸部外科学会総会 (51.1O)

伊藤元彦 :同 Lシンポジウム 珊瑚腺液性聞手の観点から__･,同｣二 (51.10)

倉fl旧 彦,松往之義,和田洋己,山木博昭他5名 :重症筋無力症における胸腺別出の効果,同上 (51.10)
松谷之義 :重症筋無力症の外科療法-一病理所見と手術成績- 第25回共済医学会総会 (51.10)

松谷之義,山本博昭,寺松 孝 :異所性胸腺の検泉 第12回日本胸部疾患学会近畿地方会 (51.ll)

前里和夫,渡那 智,長瀬 千秋,安倍隆二,伊藤元彦 :胸腺嚢腫の8例,同上 (51.ll)

光岡明大,守松 孝,富山俊一,馬場満男,森川 茂 :羊赤血球に対するマウス遅延型過敏症の調節機構Jl,

細粒移入による検討,第 6Ll_･JH本免疫学会総会,ワークショップ 周り胞性免疫のパラメ-クー｣ (51.12)

湊 長博,桂 義元,和田洋己他 :VLlSi(､uhrstomatitisvirusによる遅延型過敏症の増強,同上 (51.12)
松村理司,山里有リ1,申納誠也,井｣二律 予,小林君美 :国療岐阜病院で経験 した胸腺腫13例の検討,第81回岐

阜外科集談会 (51.3)

島本光臣,秋山文弥 :心不全を主徴とした胸腺腫の 1例,第30回u本胸部娠 患学会東海地方会 (51.ll)
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3.結 核

山本博昭 :肺結核外科的療法の現状からみた空洞形成術の意義,京大胸部研講演会 (51･1)

高島義光,渡部 智,長瀬千秋,松本守海,清水慶彦,安倍隆二,伊藤元彦,山本博昭,寺松 孝,久世久幸,

前川暢夫 :肺の非定型抗酸菌症に対する外科療法,第19回近畿外科学会 (51.3)

岡田英彦,倉田昌彦他 1名 :乳線結核の2例,第19回日本胸部外科学会関西地方会 (51.6)

山本博昭,松谷之義,寺松 孝 :空洞形成術の成績,とくに不成功例の検討を中心に,同上 (51.6)

松谷之義,山本博昭,寺松 孝 :空洞形成術73例の成績,とくに再手術で切除した施術部の組織学的所見,罪

51回日本結核病学会総会 (51.6)

長瀬千秋 :気管支内結核腫の1例,第5回近畿気管支鏡懇話会 (51.8)

松谷之義 :空洞形成術の成績- 病理組織学的検討- 第25回共済医学会総会 (51.10)

YamamotoH.andTeramatsuT∴SurglCaltreatmentornon-tuberculouscavitarylesionsbvthetechniqueof

cavernoplasty,ⅠⅠIrdCongressAssociationofThoracicandCardiovascularSurgeonsofAsia,Sydney(1976.10)

山本博昭,松谷之義,渡部 智,長瀬千秋,松本守海,清水慶彦,安倍隆二,伊藤元彦,寺松 孝 :非結核性

空洞病変における空洞形成術,第29回日本胸部外科学会総会 (51.10)

浜本康平,立石昭三他4名 :気管支結核症例の検討- 鑑別診断,臨床経過を中心に- 第42回日本結核病学

会近畿地方会 (51.ll)

宮本好博,土谷利暗,伊藤元彦,長瀬千秋,松本守海,清水慶彦,安倍隆二,寺松孝,江部康二,前川暢夫 :

気管支結核に対する気管支形成の1例,同上 (51.ll)

井上律子,小林君美,中納誠也,LLJ里有男,松村理司 :骨膜外 ｢ポ｣充塀術後の膿胸の1治験例,第48回結核

病学会東海地方学会 (51.ll)

4.人工材料

清水慶彦,安倍隆二,寺松孝他 2名 :移植牛コラーゲンの生体内同化機序に関する実験的研究,第12回日本移

植学会総会 (51.10)

清水慶彦,安倍隆二,寺松 孝他 2名 :高度組織親和性を有する複合高分子材料に関する実験的ならびに臨床

的研究,第 3報コラーゲン合成高分子複合体の生体との結合様式および結合力と長期成績について,第14回日本

人工臓器学会大会 (51.ll)

寺松 孝 :コラーゲン合成高分子複合体の組織親和性について,文部省科研費,班会議 (51.ll)

日野常稔,寺松 孝他1名 :可溶性コラーゲンによる医用高分子材料の表面処理,第6回医用高分子シンポジ

ウム (51.ll)

5.心 ･血管

田村康一,

会 (51.3)

中路忠司,

勝田宏垂,

島本光臣,

加藤弘文,

永尾正男,

和田泰三,

茂幾俊武,

秋山文弥他 :高令者にみられた巨大非破裂バレサルバ洞動脈癖の1例,第99回静岡県外科医全集談

伊東政敏他3名 :興味ある総肺静脈還流異常症の1イ札 第19回日本胸部外科学会関西地方会(51.6)

伊東政敏他3名 :人工心肺内への抗生剤投与の経験,同上 (51.6)

秋山文弥 :人工ペースメーカー植込み9年間の成績,同上 (51.6)

秋山文弥 :シンポジウム "虚血心疾患の外科療法〝第100回静岡県外科医全集談会 (51.6)

秋山文弥他 :未破裂 Valsalva洞動脈痛の1例,第41回日本循環器学会東海地方会 (51.6)

倉田昌彦他8名 :異型狭心症の5例,第41回日本循環器学会近畿地方会 (51.6)

伊東政敏他 3名 :術前 1週間レスピレーターを要した VSD+PDA+PH の根治成功例,日本循環

器学会中国四国地方会第31回総会 (51.9)

伊東政敏他 4名 :肺高血圧を有する先天性心疾患の手術経験,同上 (51.9)

坂東義清,伊東政敏他3名 :肺高血圧を合併 した先天性心疾患の肺組織所見について,第71回岡山外科会 (51.

ll)
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永尾正男,秋山文弥他 :冠動脈造影像からみた種々基剤に対する冠動朕の太い部分の反応,第42TilJu本循環器

学会東海地方会 (51.ll)

甘村康一,秋山又弥 :僧帳弁膜症の UC('J診断- 90例の手術所見との対比- 同上 (51.ll)

中細誠也,小林君美,井 上律子,LIT里有男,松村理司:石室~二握症10例の検 討,同上 (51.1l.)

佐々木功,秋山文弥他 :高血J雄初詣'症で緊急入院した大動脈縮窄症の1例,第47回日本小リ踏t学会静岡地方会

(51.ll)

玉田二郎,人見滋樹 :腕頭動脈蛇行症の2例,鑑別診断を申L､に,第12恒旧本胸部疾患学会近畿地方会 (51.

ll)

渡辺呂裕,倉田昌彦他5名.'肥人件心筋症にペ-スメ-力-を植込んだ 1症例,第42回日本循環器学会近畿地

方会 (51.12)

中納誠也,小林岩美,井 上律子,両里行男,松村理司:_日子大動脈にみられた大動脈縮窄症の1例,第83回岐

阜外科集談会 (51.9)

6.一般胸部疾患

松原義人 :気管文内出血に対する矢指;友鏡検査,第4回近畿気管支鏡懇 話会 (51.1)

北野司久,弘野慶次郎,宮林美福,市谷通牒 .'自然気胸を伴なった multiplehamartomaの 1治験例,第24回

肺癌学会関西支部会 (51.2)

清水慶彦 :術後呼 lT)1管理について,第21回貞潔頭空蝉ri腫易談話会 (51.:3)

田中-穂,伊東政敏他3名 :繰返す右肺中葉感染を呈した 1例,第 7回岡山胸部疾患懇話会 (51.3)

人見滋樹 :捕,胸膜生検の最近の知見,第17回大阪呼吸器疾患懇話会シンポジウム (51.4)

渡部智,長瀬千秋,松本守泡,清水慶 店,安倍隆二,伊藤元彦,山本博昭,佐藤公彦,加藤幹夫 :食道平滑筋

腫の3例,第119回近畿外科学会 (51.5)

松原義人,池田貞雄,滝 俊彦,徳田治男,船津武志,LI1斐隆義他 2名 .'胸壁欠損に対する乾燥硬膜の使用経

験,同上 (51.5)

申納誠也,小林君美,井上律子,山里有男,松村理司 :非結核性,非癌性抽疾患に対する縦隔鏡の応用価値に

ついて,第29回胸部疾患学会東海地方会 (51.5)

立石昭二他 :当院における気管こ切闇症例1-とくに女もJrEi:内植胃から気IrJi･切閲までのII1-Jj閲についての臨陳的検討,

第19回日本胸部外科学会関頭地方会 (51.6)

ニッ矢義一,滝俊彦,福田治男,松原義人.池闘貞雄,甲斐隆義,船津武志他1名 :自然気胸に対する外科的
治療- parietalpleurectomyの併用について,同上 (51.6)

試み- 人乾燥硬膜による胸壁の修復について,同上 (51･6)

松村理司,ll｣里育男,中納誠也,井上律子,中林君美 :縦隔奇形腫 9例の検討,同上 (51.6)

玉田二郎,人見滋樹,寺松 孝 :腎障害からみた肺化膿症の治療方針,同上 (51.6)

吊中一穂,伊東政敏他 3名 :胸壁血管腫の 1例,第70回岡山外科会 (51.6)

高島義光,渡部 智,長瀬千秋,松本守海,清 水慶彦,安倍隆二,伊藤元彦,山本博昭,寺松 孝他 1名 :帖

分画症 4例の経験,同上 (51.6)

滝 俊彦,福田治男,松原義人,甲斐隆義｢池田貞雄,船津武志他1名 :両側性気管支拡張症の外科的治療,
第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)

長瀬千秋,松木守海,清水慶彦,安倍隆二･.伊藤元彦,山本博昭,寺松 孝,滝俊彦,福田治男,松原義人,

rTl斐隆義,船津武志,池田貞雄他 1名 :自然気胸の成L)jEこついて- 病理組織学的観点から- ,同上 (51.6)

玉田二郎,人見滋樹 :胸水の凝固線溶系を中心とした胸水貯溜症例の検討,同上 (51.6)

稲垣 浩,立石昭三他 :一過性 plasmacytosisを来たし,その後 paneytopeniaを認めたウイルス肺炎の 1例,

第25回血液学会近畿地方会 (51.6)

ニッ矢義一,滝 俊彦,福田治男,松原義人,船津武志, 甲斐隆義,池田貞雄他 2名 :胸膜針生検11例の検討,
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第25回肺癌学会関西支部会 (51.7)

-1三田二郎,人見滋樹 :肺分画症の輸入動脈と副気管支動脈との鑑別が困難であった≠J'肺形成異常の1症例,罪

17回血管心臓造影懇話会 (51.7)

松村理司, 山里有男,中細誠也,井上律子,小林岩美 :血胸を合併 した自然気胸の2例について,第12回中部

外科学会総会 (51.8)

甲斐隆義,船津武志,池Lfj貞雄,桑原正喜,滝俊彦,松原義人他 3名 :自然気胸および開胸術後における胸腔

内圧測定の意義,第29回日本胸部外科学会総会 (51.9)

池田貞雄,甲斐隆義,船津武志,桑原正喜,滝俊彦,松原義人他 3名 :胸部 prosthesisとしての人乾燥硬膜の

応用- とくに膿胸の治療,同上 (51.9)

玉出二郎,人見混樹 :逆流阻止弁, 安全装置付き胸腔持続吸引器の開発 (第 2報)臨床例の検討,同上 (51.
10)

森本英夫,倉田昌彦他 3名 :腹部透視中に発見し胸腔鏡で診断した肺過誤腫の2例,第12回日本胸部疾患学会

近畿地方会 (51.ll)

轟 文夫,久野健忘,中川正晴:catamenialpenumothorax(月経性気胸)の1例,同上 (51.ll)
日置辰一郎,立石昭三他 :縦隔気腫14例の臨床的経験,同上 (51.ll)

ニッ矢義一,滝 俊彦,桑原正喜,松原義人,船津武志,甲斐隆義,池田貞雄他 2名 :Ramel針による胸膜

生検20例の検討,同上 (51.ll)

二宮和子,桑原正喜,滝 俊彦,松原義人,甲斐隆義,船津武志,池Ill貞雄他2名 :胸膜サルコイドーシスの

1例,同上 (51.ll)

滝 俊彦,桑原正喜,甲斐隆義,船津武志,池田貞雄,松原義人他3名 :リウマチ性肺疾患の2例,同上 (51.

ll)

桑原正喜,滝 俊彦,松原義人,甲斐隆義,船津武志,池田貞雄 :ハイムリッヒバルブによる自然気胸の治療,

同上 (51.ll)

高島義光,渡部 智,伊藤元彦 :興味ある組織像を示した食道嚢腫の 1例,同上 (51.ll)

宮本茂充,滝 俊彦,桑原正喜,松原義人,甲斐隆義,船津武志,池田貞雄他 3名 :食道平滑戚鷹の1例,罪

120回近畿外科学会 (51.ll)

高島義光,長瀬千秋,安倍隆二他 1名 :学童ボクダレック-ルエアの 2例,同上 (51.ll)

北野司久 :興味ある経過を示した3症例,奈良県呼吸器疾患研究会 (51.ll)

松村理司,山里有男,中納誠也,井上律子,小林君美他 6名 :続発した変化のため診断困難であった縦隔奇形

腫3例について,第29回日本胸部疾患学会東海地方会 (51.5)

松村理司,山里有男,中納誠也,井上律子,小林君美他6名 :続発した変化のため診断困難であった小児縦隔

奇形腫の1例について,第LQ2回岐阜外科集談会 (51.5)

〔著書並びに誌上発表〕

1.腫 嫉

轟 文夫,人見滋樹分担執筆 :肺門部早期肺癌図譜,医学書院,1976.

松原義人,池田貞雄,今村正之 :肺癌患者における CarciI10emlJryonicantigen(CEA)値の測定, 日本胸部臨

床 35;587,1976.

品瀬千秋,伊藤元彦,北野司久,笹田昌孝,中村 徹 :マイクロプレ-トを用いる制癌剤感受性検査法- マ

イクロコロニー形成阻止試験による制癌効果の判定,最新医学 31;1611,1976.

轟 文夫 :MNNG による家兎気管気管支癌の実験的発生,肺癌 16,321,1976.

人見滋樹 :肺癌根治のための集団検診は如何にあるべきか,大阪府医師会医学雑誌,10,1,(13),145,1975.

丸山 泉,人見滋樹,玉田二郎他 4名 :肺転移巣の自然治癒をみた腎癌の1例,関西電力病院医学雑誌 8;45,

1976.

安倍隆二,寺松 孝 :気管 ･気管支腺腫の診断および治療,臨林と研究 53;2317,1976.
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2.牌腺,免疫

寺松 孝,和fil洋己 :現代外科学大系年刊追捕 1976-∩. 外科か らみた胸瞳の機能,申山手律子,1976.

寺松 孝,1圧木博昭,伊藤元彦 :縦l捌重病に関する仝国集計 一一第 1篇縦隔腫瘍.,'-仝1明 三計,H本胸部外科学余
雑誌 24;264,1976.

寺松孝,山本博昭,松/li之義 :縦隔腫噺 こ関する全国繁計- 第 2馴 朋別重の臨床に関する仝｢鞘三計,同卜
24;270,1976.

馬場満男,森川 茂,原田孝之,)仰'lltリ扶 :マウスにおける遅延型アレルギ-反応 LT=現における遣ll:;frf眉宇Ti-,
臨床免疫 8;571,1975.

MitsuokLllA･rial,i,,IM･an(11IorikとIW･l,S.:FJnhancLlmentOfdelavt-(1h),PerSenSitivltyhydepletionof･quppressor

T-(:ellwith(､y(･loPh(-sl)hltmi(1(▲inmi付 .NaturrJ262(5563):77.1975.

3.結 核

寺松 孝,中西通泰 :結核の治療法の変遷,日本医事新報 2736,3,1976.

YamamotoH･,MIltSutaniY･an(1TL,mmlltHuT･:Lqurgl(-altreatmentforpulmonarytut,ereulo､isatthePreSぐnt

stageofLl(lvilnCement-in,･hemotller叩y･Jilt)IJ･Tut,PrC.(､h'1.qt･I)i､.20:39,1976.

4.人工材料

清水慶彦,寺松 孝,安倍隆二,石原浩, l二野陽一郎他 3名 :コラーゲ ン合成高分子複合体の研究- 層状接

合体の組織親和性について一m,人十臓器4;349,1975.

5.心 ･血管

当両真人,秋山文弥他 :器質的狭窄を伴う異型狭心症に対する Byl〕aSSgrnfting㌧+A･lventitialstrippingの効果,

胸部外科 29;769,1976･

泰汗弘文,秋巾文弥 :r/i=静狭心症 --種 々薬剤に対する反応か らみた病態と治療- IF在所医学 31;2201,1976.

Y乙l仙elL AkiviLnlaF･ぐtH1∴Pl-inzmetとLl'svilriill-tform illlglm n･-im;lnifLIHtEltion()ia-a(lr-ergl(:rtlrePtOr-

me,1iEttt､(I(won叩 ,(,rrt'lrySl)こISm:一一L,(､urneT/lfilrir-I-I,y'LOr(--1'Lr_YヱLrt(lrioLrr叩11_V･ Amtlr.IIe… J･91:148,1976.

6.一般胸部疾患

長石忠二,池田貞雄,船津武志,fTl斐隆義,人見滋樹 :胸部の異常陰 損,改訂 2服,金芳堂,1976･
人見滋樹,寺松孝分担執筆 :全身性疾患の柿病変,内視鏡検査,世刑 果健通信社,1976･

両木博昭分損執筆 :rr汗 .,横隔膜岨 i'.l 世界保健通信社,1976･

伊藤 元虎∴ 編 文夫,森川 茂 :lhL門分石からみた帖のいわゆる ､､硬化佃 fll腎腫 ′′の検討, 日本胸部臨昧 35;

159,1976.

立石昭二他 :胸部手術後の植物線維性 異物遺践症例,胸部外科 29:811,1976･

rL石昭 :.他 :機能改善を目的とした呼岐器外科- 肺剥皮術,日胸外余誌 24:456,1976･

甲斐隆義 :縦隔鏡検査 :日本気管食道科学会会報 27:219,1976･

滝 俊彦 :小 児気管支腺腫の 1例, H本胸部臨昧 35:837,1976･

人見磁樹 :胸握鏡検査と胸肺鏡下帥/I:.檎,日本くく澗‥食道学会誌 27:232,1976.

人抽 並樹,玉田二郎他 1名 :胸障鏡 卜肺/日射こて確定診断がえ られたびまん性肺疾患の 3症例の検討,関西電
力病院医学雑誌 8:9,1976.

人見磁樹 :胸部 レントゲ ン写真読影の着眼点 (5),網 目状陰iiif,同 卜8:63,1976.

日atLLken;lkaR･,IkedaS.･HitomiS･,Funat仙 T･,･rlndNagaishi(1･:AmlW method ofintrとtthort,lralI,iopsy

usingthorn(､(一六(､opeandtissueadhesive,Iironcho-Pneumol()gie26:161,1976.
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病 理 学 部

1.肉芽研究グループ (安平公夫他)

安平公夫 :真菌症と肉芽,真菌と貢菌症 17;84-91(1976)- 感染症の病巣に精しい病理組織学的検討を加

え,膿性巣と肉芽巣とをはっきり区別して,肉芽形成因子を菌の細胞壁成分に求めようとの意図が示されている｡

尚一昨年来進行してきた医学書院発行 "炎症学叢書〝全 7巻が本年初頭完成の予定であって,編集者の一人と

して安平はこの叢書の完成に努力してきた｡本叢書中,我々の研究室の貢献した項目は以下の通りである｡

第3巻 慢性炎症と免疫 第 1葦 感染症と免疫 (安平)

〟 慢性炎症と免疫 第 5茸 慢性炎症と問質Ⅲ (竹l二日,安平)

第 4巻 炎症動物実験法 第 3章 足浮腫Ⅱ (森川)

第 6巻 臓器炎とその疾患モデル 第 2茸 アレルギー性臓器炎の実験の進歩 (安平)

2.結合織研究グループ (竹田俊男他)

竹田助教授を囲むグループで,医員として活躍した C.S.Yaoはカナダ, トロント大学に転職,臨床病理の専

門家のコースを歩んでいる,他にLl｣室隆夫講師 (近大整形外科教授)に連る浜弘道(目下イギリス留学中),真田

浩幸,四方実彦,更に本学皮膚科井上邦雄,同整形外科浜本肇,本研究所肺生理部門佐藤公彦,内Ⅰ部門細川呂

則等の医員,また大学院生小笹宏等の諸君が,それぞれに時間を作って,竹田の指導下に実験を行っている｡研

究内容の大要は次の通りである｡

従来マウス各臓器,組織におけるコラーゲン形成の加令および性による変化を研究するなかで,各種臓器結合

織一線維芽細胞には,そのホルモン反応性からみて,臓器特異性が存在 し,皮膚型,腸間膜型,副性器型,実質

臓器 (肺,肝)型に大きく類型化されることを明かにしてきた｡

本年度の実験では,関節包結合繊は皮膚型に属すること,および骨結合織は上記のいづれにも属さない新しい

型であることが明らかとなった｡また股関節脱臼の実験的研究により,性ステロイドとくにエス トローゲンが,

先天性股関節脱臼症の発症に重要な役割を果していることが確認された｡

現在,弾力線維もふくめ線維性蛋白の形成成熟の基本的な調節機構あるいは,これらに関与する間葉系細胞の

役割等について基礎的な実験を行っている｡

発表してきた本年度の業績のうち,学会発表を省略して,誌上発表の題目のみを搭載すれば次のようである｡

〔誌 上 発 表〕

rlama,H･,Yamamuro,T･andTakeda?T.:Experimentalstudiesonconnectivetissueofthecapsularligament-

Influencesofagingandsexhormones･ ActaOrthop･Scand,579(5):1,19761

山室隆夫,浜弘道,四方実彦,貢田浩幸,竹岡俊男 :実験的股関節包内脱臼の組織学的所見.中部整災誌,19

(4):1976.

岡 正典,山室隆夫,浜 弘道,四方実彦,真田浩幸 :成長軟骨帯の力学的強度に及ぼす性ホルモンの影響.

L帽β整災誌,19(4):1976･

川浪進,深瀬 宏,真田浩幸,笹井突入,伊藤元彦,竹田俊男 :悪性腰痛と誤診した胸椎カリエスの1例.整
形外科,27(10):955,1976.

真田浩幸,四方実彦,ll｣宝隆夫,浜 弘道,竹田俊男 :性ステロイドホルモンの骨に及ぼす影響について,整

形外科基礎科学,3(骨,軟骨代謝の生理と病態):303,1976.

岡 正典,山室隆夫,浜 弘道,四方実彦,真田浩幸,竹田俊男 :成長軟骨帯の力学的強度に対する性ホルモ

ンの影響｡整形外科基礎科学,3(育,軟骨代謝の生態と病態):101,1976.

3.免疫グループ (森川 茂,原田孝之,馬場満男,富山俊一,金沢 進,安平公夫,他)

グループの指導者は森川講師で,51年 4月島根医大病理学教授就任後も,尚非常勤講師として後輩の指導に当
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っている｡研究所医員であった原田は, RosewellParkMemorialInstituteでの留学生活 2年余を経て,本年 3

月末帰国予定｡現在の医員は馬場,富山の2人｡イ紳ミは研修員｡他に医学部内1の大学院生異基I-_,研究所胸部

外科大学院生光岡明夫,医学部第 2外科医員藤村冒樹,陳世沢の講氏がこのグル-プに参加 し,それぞれに尖験

を行っている｡

研究の第 1は細胞性免疫を調節する免疫細胞に関するものであって,細胞性免疫にもその抑制を/i;:.I:む Suppres-

sorT があって,その働きをマウスの足距反応によって明らかにした森川らの発見は,その重要郡 'J)が間 もな く

J･Exp･Med･誌上に現われる予定である｡また一方では)即(･]を中心に,遅延型アレルギーに対する Cy(:loPhos-

phamide効果の研究が行われ,せの要旨は Natureに掲載された｡学会発表としては次のものが挙げられる｡

光岡,森川,安平 :細胞性免疫の組織表現(Ⅲ)遅延型アレルギ-に及ぼす Cyclopho叩hamideの岩響- その

免疫病理学的研究,文部省科学研究費,総合研究森川排 (俳日 安平)研究発長会 (1976.1.31), lrinoph;lgL,n

Rev,21:257-262(1976)

光岡,森川,馬場,安平 :Cyeloph(,sphami(leの遅延型アレルギーに及ぼす影響の免疫病上町邦勺研究,第65回
日本病理学会総会 (51.5)

光岡,森川,安平 :('ydoPh｡sphamideによる遅延型アレルギー増強機構の細胞学的解析, 文部省科学研究費,
免疫特定,小谷班 (免疫強化に関する研究,班員安平),51年度第 1回排会議報告 (1976.10)

森川,鈴木,馬場,原田,冨Ill:化学修飾抗原感作マウスでの細泡性免疫に関与する2種の抗原反応性T細胞

とその特異性,第 6回日本免疫学会総会 WorkshopV.(1976･121

光｢,Y.･1,寺松,富山,馬場,森川 :半赤血球に対するマウス遅延型過敏症の調節機構Ⅱ組胞移入による検討,節
6回日本免疫学会総会 WorkshopV.(1976･121

研究の他の重要部分は入梅培養細胞系の樹立とその癌特異抗原に関する研究である｡現在15種を越す各種の癌

細胞系が得 られているが,そのうち特異なものは,T糾泡由来と冒される HPlうーALL と IIPB-MI-T の 2系で

あって,T系の培養細胞は芸和田氏の有するR･P･M･I･の4系に加-,世界で6系ということになるOMorikawa.

S.etal∴TwoE-rosetteforminglynlPhoid(､e11-1ines として現在論文が用意されている｡ この輝かしい業績に

加えて,森川,陳らは培養癌細胞が (二FJA様特異抗原を保有 し,これを抗頂とすれば蛍光抗体法によって患者血

清中の抗原体様物質を同定出来ることを発見した｡その第 1報は1976年初頭に現われたが,これを臨床癌診断に

利用すべく,その基礎的研究が行われ,この研Jj引二対しては文部省科学研究賞試験研究として研究費が支給され

た｡本項に関する研究発表には次の如きものがある｡

森川,原田,馬場,安平,輿,堂前 :ヒト T-リンパ球性白血病細胞由来細胞株 2株の樹立とその細胞学性性

咲,第65回日本病理学会総会 (1965.5)

戸部,陳,森川,安平 :ヒト胃癌由来培養細胞における膜特異抗原,第 4回u本臨昧免痩学会総会 (1976.7)

森川,巽,池LH,原[H,罵場,安平 :人偏培養細胞株 にお ける腫場特異抗原の検索,第35回日本癌学会総会
(1976.10)

森川,壁,原田,馬場,安平 :ヒト胃癌培養細胞株 3株の樹立 とその細胞学的性状,'評;35｢lr田 本癌学会総会
(1976.10)

森川,輿,陳,藤村,戸部,富山,安平 :癌特異抗原保有人癌培養細胞株による癌診断の試み,第35lt-iH7本癌

学会総会 (1976.10)

4.化学発癌グループ (高橋椎也,木下和之,安平公夫)

従来当研究室においては,永野,安平のコンビに始まる肺癌の実験発桂の研究が行なわれ,高橋,安平と引き

継がれて,最近では高橋助手を中心に,各種発癌剤の臓器分布及びその代謝の研究が行なわれている｡この方面

で現在までに発表した学術講演約50である｡高橋助手は,従来マクロオー トラジオグラフを世界で始めて化学発

癌の領域に導入し,代謝物質のクロマ トによる分析と併せて,この方面での独自の領域を開拓することに成功 し,

その成績は CancerRes.への塔載 5篇,Gann-の搭載6篇等を数えている｡この研究に対しては本年度文部省

科学研究費がん特別Ⅱが与えられた他に,高橋助手は文部省科学費がん特別,口珂1俳 (発癌物質の胎仔に対する
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影響)の班員として,化学発癌剤の胎仔移行,胎仔中での分布と代謝の問題をめぐって活発な研究を行ない,研

究班の重要メンバーと目されている｡

尚高橋助手は米国フィラデルフィア苗,テンプル大学医学部,フェルス研究所長 T)r.S.Weinhouseの招きに

応じ,1970.6-1972.6の問,ラット肝を漕流し,これによって 3-MCの代謝を研究したO之来 3-MCの如き脂

溶性の強い物質の代謝を漂流肝で行うことは困難視されていたのであるが,高橋助手は種々改良を加え,この研

究に成功した｡この見事な実験は本年初頭の CancerRes.を飾る予定である｡

尚これらの研究に関達し,高橋助手は1977年 1月末米国ニューオルリーンズにて開催される日米医学,化学発

癌に関する討議会にスピーカーとして招待され,報告を行うことになっている.

〔学会発表 ･誌上発表〕

安平公夫 :発癌物質の胎仔-の移行と代謝,文部省科学研究,がん特別50年度研究報告集録 p･376,1976

高橋椎也,TI.ShahJ.S.Weinhouse:ラット還流肝における 3-MC の代謝,第35回日本癌学会総会 (51.10)

高橋権也 :癌原性炭化水素による発癌機構の解明にむけて,京大胸部研談話会第 1回 (51.10)

安平一公夫,高橋椎也 :発癌物質の胎仔への移行と代謝,文部省科学研究費がん特別t伴い班 (発煽物質の胎仔に

対する影響)51年度第 2回班会議 (1957.1)

Tak<lhashi,or.,Shah,II.andWeinhotlS(1,S.:Metal'nlisof3rL3-methylCholanthrcneintheperyusedrat

liver.Procecding'ofthe67thannualraeetlnyOftheAmericanAssociation lorCaneheResearch214,1976.

5.肺表面活性物質研究グループ (鈴木康弘,田畑良法三)

肺表面活性物質の主成分はdipalmitoyllecithinであることが明らかにされ,現在その他の成分であるeholesterol

などの脂質および蛋白成分などに関する研究が行われつつある｡我々は特にaging,実験的脂質代謝異常におけ

る肺表面活性物質中の各挿脂質の質的,量的変化と界面活性との関連について検索し報'r,t1-を行った｡今后の方向

として,F(1C-MSによる気液界面分子膜自体の組成解析と表面活性との関連性を検索し,各脂質成分の機能を

明らかにする,,

〔学 会 報 曾〕

鈴木康弘,FTl畑良宏 :釈/L児発育に関する基礎的研究一 時に terminalairspaceと肺表面活性物質の年令的
変化について,第51回日本病理学会総会 (51.5.20)

鈴木康弘,田畑良宏 :捕表面活性物質におよぼす l)-gnhCtOSamineの影響,第21回未熟児新/i.児研究会(51.

ll)

鈴木康弘,田畑良宏 :I)-galartosamineHClによる ラット肺表面活性物質 への影響,第 3回日本界面医学会

(51.12)

鈴木康弘 :脂質代謝異常と肺表面活性物質,第 1回シンポジウム ｢肺の徴細胞構造と機能｣ (51.12)

6.路床病理組織学的検査 (馬場満男,富両俊一,木下和之,山根すま子)

馬場,富山,木下3医員の働きを病理部門一同で支えて検査の万全を期している｡試験切除標本,気管支鏡擦

過物,暗灰等の検査が主力で,剖検は少いoちなみに剖検数を挙げれば47年13例,48年 7例,49年10例,50年10

例等,略年間10例を前后する程度である｡両眼技官の技術も向上してきたので,更に臨床に貢献し,臨床研究の

端諸ともなるものであるよう,今后とも努力したい0滴胸部外科部門伊藤元彦氏は,剥離細胞診に関する顧問と

して重要な役目を果してきた｡其他長瀬千秋,北市正則民らのように,病理診断に積極的協力を行っている臨床

各部の医員もある｡
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7.実験介助グループ (松下降寿,小池久美子, 奥村l有美子,P帥1一美,安岡合一,飛田 勇,近藤照子)

松下技胃は衛隼検査技師, 臨昧検査技師の腎格に加えて, 2級臨床病理技術十の試験に合格､ 小池, 奥村技

能補佐Ⅲま,それぞれ東京で閲催されたコラーゲン講習会,染色休講習会に出席,それぞれに学P畔 J技術におい
て一段の進歩を加えた‥また実験病理を枠傍するこの部門にとって,実験動物はその命とも言J)べきものである

が,門出,′甜Y,1,飛田, 近藤両氏協力のもとに動物管理が次第に向 Lしていることは喜ばしいL,

〔主 要 論 文 抄 録〕

森川,壁,池｢Tl,松原,原田,馬場,安平 :人偏培養細 泡棟における腫埼特異抗原の研究,第35回日本癌学会

総会 (1976.10.5)

京都杵柄F;I,li胸部外科免疫グループとの協力研究である.､従来教室で樹 立され,維持されてきた人の 卜乾性肺癌

細胞 6系LJそのうち5株において 八lIF-test陽性 (即ちこれらの細胞は癌患者血清の IgrLに対する re(､eptorを
有す)であったが,これらの陽性細胞は何れも, その培地中に CEA (ダイナポット社トR キットによる測定J
を庫/L-.し,また池川らの作成 した rrS抗原 (肺癌特異抗原)に対する兎杭血i新二よる MIll'-tLlStも陽件である)

培養細胞の継代の長期化と共に,この種の抗原の保f封ま次第に困難であると見放されているが,LL,一己我々の樹立
し得た細胞株では1972年11jJ樹 立の胃線癌以来,総ての細胞株で尚抗原が保持されている 血清中の反応物の本

態に就ての検討が行われ,患苫血活の ILr(;のみが(∫,初 (他に妊婦血清)であると判明 しているo

Mitsuok.i,A.,BEll'a,M.良MorikとLWと1.S,:f;Jnhlln(､(､meTltOfdelavtpl'lhyT,tlr､e1-Sitivlty hv〔1el-)1tlti｡nofsul,PreHSOr

T-(tellswith｡yClophosphamide)'nmi(､e,Nこtture262(5563):77-78,1976･

加 こ森川らは遅延型反応の出現をコントFp一ルする細胞の 一一一つとして SuPPr(1HSOrT-(､ellなるものを撞唱L,

進する事実が注目され,その促進の機構につ いて除々に研究が進められているところであるが,光岡らは Inethyl

化した人血iFlげ ルブミン (MHSA)によるマウスの感作に際し,爾后において (:yclophosphamideの比較的大Eii･.

投与が HヽISA による遅延型皮膚反応を明瞭に促進する事実を発見し,更にこの反応促進効果はJIE常胸腺細晦の

移入で減弱されること,また感作后の薬剤投与は逆にfLJ,しこを減弱させること等により, 遅,LJlf･里反応は,反応にち

加する L･fr(lL､t(汀T-付目 と 叫 )㍗re." OrT-(･tlllとの競合によってfiTJLこの度が決るものであることを明らかにした.

賢l用告1-_:,四 万I美音,両室隆夫,浜 弘道,竹田俊黒 :性スデ｡イドホルモンの骨に伎ぼす第三饗について,整

形外科基礎科学 3. ｢骨軟′削 ＼潮の/日fi]1.と病態 J303-307,昭和51年

今回私達はマウスを用い, その こtgingにおいて骨に現れる雌雄差と 各種ステロイ ドホルモンの′削こ及ぼす影

響をしらべ,以下のような興味ある知見を得た｡〕Ci)侶弔 I)DI)マウスでは5-12週にて腸骨,大腿骨には性差

が明らかとなって雌が雄よりも多量の (､Ollitgen.HLl(･ium を合むように左り, /目安47週まではこの,l伏態が持続す

る｡ 腫′胃で は前二苫杵性差が斧明ではな近 ｢百㌧-FJ山rこldio11･(･nz(Mt｡は廿の (､(･lhlLre-l､(､こ11(･iLlm 代に増Jjlは せ,

PrOggSterOneは雌の (､(-1lilgen は増やすが (･alcium 量 に は変化を Ijえない(,testosteroneはIiiii者共に変化を起

させない,.なお eotmdiolI,enzoateの効果は椎骨に比 して腸骨, 人腿11H,=強く現われるL-1③ 以 卜の里美より,

性ステロイ ドホルモン特に estrogell,PrOgeSterOn eiJ首の代謝にお近て, 隼f闘加二重要な役割を演 じて いること

が撞く示 唆されるとともに,h,)rmontlreSpOrlSiveT-̀棚 という.i.l､tからみて,各常の閏に,あるいは雌雄のr制こちか
いがあることは,非常に興味深い事実と考える

細 胞 化 学 部

〔′芋 会 発 表〕

Hirai,K-I.,Witschi,fI.andCote,M.(二∴:ElectronmicrosぐOpyOfliHT-inducedlungdamage. Fifteenth

AnnualMeeting,So(､ietyofToxicology,Atlanta,(".eorgia,March14-18.19761
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Hirai,K-I,.Yamauchi,M.,Witschi,H.andCore,M.G.:Ultrastructuralevidenceoftransformationofalveolar

type ⅠIcellstotypeIepithelium inbutylatedhydroxytoluene-treatedmouselung. TheFirstInternational

CongressonCellliiology,Bostol-,Massachusetts,September5-10,1976･

堀内正宏,市川康夫,前田道之 :マウス骨髄性白血病細胞の増殖と分化,第 6報比較としての正常白血球の場

合｡特に腹膜より得られる CSF について,第35回日本癌学会総会 (51.10)

市川康夫 :骨髄性白血病細胞の多分化能,第35回日本癌学会総会シンポジウム (51.10)

Yodoi,JリMasuda,T.,Maeda,M･andIchikawa,Y･:Effectofculturedmacrophagesderivedfrom anestablj

shedcellline(Mllonantibodyformationinvitro. 第35回日本癌学会総会 (51.10)

大川欣- :2β-Fluorenediamineによるカタラーゼの新しい細胞化学的証明法の研究,第65回日本病理学会総

会 (51)

大川欣- :2,7-Fluorenediamine(2,7-FDA)及び 2,5-兄uorenediamine(2,5-FDA)によるヘモグロビンの新しい

細胞化学的証明法の研究｡第65回日本病理学会総会 (51.4)

大川欣一,水谷民夫,川西正祐 :合成塩化ビフェニール異性体による肝細胞障碑に関する研究 (罪二報)第65

回日本病理学会総会 (51.4)

大川欣-,北市正則 :酸性領域での DABによるカタラーゼの細胞化学,第32回日本電子顕微鏡学会総会(51.

4)

Anta.klyT･W･,TanakaS.,OhkawaK.:Cytochemistryofperoxidase()nfrozenultrathinsections. 第17回日

本組織細胞化学会 (51.ll)

OhkawaK-AntaklyT･W.,TanakaS･:Cytochemicaldetectionofperoxidaseusing 兄uorenediamines5th

lnternat.Cong.Histochem.Cytochem.(Bucharest,Romanial(1976.9).

OhkawaK･,AntaklyT.W.,TanakaS･:Cytochemicaldetectionofcatalaseusingfluorenediamines5thInternal.

Cong.Histochem.Cytochem.(Bucharest,Romania)(1976.9).

OhkawaK･,AntaklyTIW.,TanakaS.:CytochemicalstudyoncatalaseusingacidDABmedium.5thInternat.

Cong.Histochem･Cytochem.(Bucharest,Rormania)(1976.9).

〔誌 上 発 表〕

Hirai,KII,Yamauchi,M･,Witschi,H･andCote,M･G.:Ultrastructuralevidenceoftransformationofalveolar

typeH cellstotypeIepitheliuminbutylatedhydroxytoluene-reatedmouselung･J･CellBiol･70;86a,1976.

Ichikawa,Y･,Maeda,M･andHoriuchi,M･:InvitrodifferentiationofRauscher-virus-inducedmyeloidleukemia

cells. Int.J.Cancer.17;789-797,1976･

Nagata,K.,Takahashi,E.,Saito,M･,Ono,J･,Kuboyama,M･andOgasa,K･:Differentiationofacelllineof

mousemyeloidleukamia･ Ⅰ･Simultaneousinductionorlysosomalenzymeactivitiesandphagocytosis･ Exp･CeH

Res.100;322-328,1976.

Okumチ,M･,Ichikawa,Y･,Yamashita,S･,Kitajima,K･andNuma,S.:Studiesonsomelipogenicenzymesof

culturedmyeloidleukemiccells･ Blood47;439-446,1976.

Inaga.ki,A･,Uno,S･,Yoneda,M･andOhkawa,K･:2,7-Fluorenediamineand2,5-fluorenediamineasperoxidase

reagentsforbloodsmears･J･Lab･Clin･Med･88;334-338,1976･
Ohkawa,K"Antackly,T･W"Tanaka,S･,andSugai,N.:New teclmiquesforcytochemicallocalizationof

exogenousperoxidaseactivityWith2,7-lluorenediamineand2,5-fluorenediamineashydrogendonors. AnllaL

Histochem.21;365-375,1976.

Ohkawa,K"Antakly,T.W.,andTanaka,S.:Cytochemicaldetectionofperoxidaseusingfluorenediamines

Proc.5thlnternat.Cong.Histochem･Cytochem･(Bucharest,Romania)256,1976.

Ohkawa,K.,Antakly,T.W.,andTanaka,S.:Cytochemicaldetectionofcatalaseuslngduorenediamines.

Proc.5thlnternat･Cong.Histochem･Cytoche-･(Bucharest,Ro-ania)257,1976.
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Ohkawa,K･)Antakly,T･W･,andTanak(rL,S･:(､､ytochemicalstudvoncatalaseusingacidDABmedium･Proc1

5thlnternat.Cong.Histochem.Cyto(､hem.(Bucharest,Romania)257,19761

平井は昭和50年1月より昭和51年 9月までの期間,カナダ同モントリオール入学薬理学教室へ研究日として派

遣され,その間以下の業績を挙げた,(1)食晶添加剤の一種の脂肪酸化防El-_剤であるブチル水酸化 トルエン (13日

T)をマウス腹櫓へ投与すると,肺胞上皮の Ⅰ型細胞が特異的に障害壊死に陥るが,これに伴ってⅡ型上｢支細胞

の際, Ⅱ型細胞にあったベルオキシゾ-ムが消 失してゆく過程が電iLE7,B酵素化学的に追跡された,, (2)除草剤パラ
コートは肺障害をおこして,出血 ･柿水陸,肺繊維症,肺胞蛋自症の原因となるが,この際最初に障害を受ける

のはTl型細胞であることが明らかになった〔〕

市川, 堀内,永田は,前川 (ウイルス研二),淀井,増｢Il(共に代謝研),大熊 (内科),描 (医化学)と協吊

或は単独に軒先を進め以下の所見を得たL,(1二唱偲帥汀1血病培養株 Mlが し､Onditionedmedium や羊水中の1)困r一
の作用で分化する際,ライソゾーム酵素の_上梓を伴うが,カテプシン･酸粧フォスファクーゼの L昇が認められ

るのにも拘らずβダルクロニダーゼは上昇しないr/(2)ラウシャーウイルスに関る骨髄性自血病 3系が新たに培養

株となったが, (a)全くD園子に反応しないもの,(b)好中球-のみ分化するもの, (C)マクロファージ-も好中球-
も分化するもの,のあることがわかったし.更に, (C)はクロ-ニングを重ねてもなおrLftj種細抱が悪の孫に出現する

ことから,分化の方向決定の操作をしらべる材料として将来F削 ､られるだろう〔)(3)マクロファージに分化した際,

感作 B･T細胞と協同して抗原産/生に関与することが 明らかにされた この点からみても,わづか48時間のD因

子との接触によって骨髄性白血病細配が正常マクロファージと同等の機能を帯びるようになっているわけであるJ

うな粗雑な表現は今後通fTjせぬことが評明されたしノCSF 中には, トリプシンで不活化されるG因子と, トリプ
シン耐性のM因子が含まれていて,前者は好中球-の分化を,後者はマ//ロファージ-の分化を促進する.し､sF

を トリプシン処理.すると,G因子が不活化された分だけM因子の作用が顕著に現れる結果となり,単にコロニー

数を算-ているだけでは変化が認められないLCOlonyformingt､ellを好中球の方-引っ張るか,マクロファ-ジ

の方-引っ張るかば,GとMとのE釘付な差に困るらしいuGとMとは分予の大きさの点でも分けられる｡作用機

構の詳細について検討中｡

大川及び共同研究者は Peroxidase及び C;]talaseの細胞化学的反応とその酸化基質の化学構造に関する研究を

行い,諾学会で報告した如き成績を得ている｡更に続行中である｡ また,合成 PCBに関する研究では細胞障碑

型を(∋脂肪蓄積型,②セロイド様色素蓄積型,③混合型に分類し, [二業用 PCBに所謂油症の細胞障碑の研究に
は化学構造の明確なものを使用しての実験が必要なことを明らかにした

細 菌 血 清 学 部

当部門に於てほ徴隼物学ならびに免疫学の二万両から研究を行なっているL

1.微生物学に関する研究

(1) 発達 した放線菌は Prokaryoteであるにもかかわらず,栄養菌糸,気菌糸,胞子等 に分化した多細胞の集

合形態を形成する｡ Nocardiaは放線菌目の内では胞子を産生せず,栄養菌糸,気菌糸 も空間的に区別されるの

みで,最も未分化な菌属の一つとして形態形成形究の好材料である｡我々は両菌糸の化学的,物理的差違,栄養

菌糸から気繭糸-の分化の機構の解明を行なった｡これはまた,Corynel,iLCterium,My(,()I)n(､terium からNocardia

を経てより高度な StreptonlyCeS,Micropolyspor乙t等に至る各菌属の細胞種表層構造の差異とも関連させることを

目的の一つとしている｡

(2) 最も簡単な eukaryoteである酵母に1)いて,主として桂理活性と細胞膜の超微細構造の変化とを関連させ

て研究した｡Candida,Cryptococcus等,通常の (高等な)酵母は細胞膜に細長い invaginationを持つが,Mucor

等下等な菌では円い事が見出された｡ 細胞膜のこの invagination の部分は高等な酵母では増殖期と停上期とで
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蛋白質の存否という点で顕著な差のあること,また,その生理作用を増殖停止期に持つことを明らかにした｡な

お,細胞膜蛋白の分布様式が増殖の時期によって異なること,さらにその分布を制御する物質の存在を示唆した｡

〔学 会 発 表〕

竹尾漢治 :Micropolysporaangiosporaの細胞壁表層構造｡第32回日本電了･願微鏡学会 (51.5)

竹尾漢治 :細胞膜の超微構造と機能 若い生化学者の会 "夏の学校〝講師 (51.7)

木村加寿子,竹尾漢治,上坂一郎 :Nocardiaの色素産生と fragmentationの酸素欠乏による阻害について,

第20回[∃本医真菌学会総会 (51.10)

LL旧j幸子,谷嘉男,竹尾漢治,福井三郎 :Candidatropicalistk233の二形性に関する研究,第 4報菌糸型形

成要因についてo日本発酵工業会第51年度大会 (51.10)

Takeo,K.,Nishiura,M･:FrecIZe-etchingstudyofperibacillarysubftancearoundvariousmycobacteria. llth

U_S.-JapanLeproHyResear(･hConferen(･C.Tokyo(51･9)

〔 誌 上 発 表〕

Takeo,K.:Non-g一obularshapesofplasmamembrane-intercalatedpartide.iofyeasts. J.Electr()nMicroscopy

25;107-109.1976.

Takeo,K.,Nonaka,T.,Ikeda,T･:Freeze-etchingobservationofaltrationofRhzlsoPu∫車Orangiosp"e∫,espef:ially

thecellularenvelopeduringmaturation. CellStructureandFunction1:259-267,1976.

Takeo,K.:Orderlycrystallizationofplasmameml)ranelipidsofJWiL7020/ySPoraangio5･POraaSrevealedby
freeze･etching. Micron:Intern.J.ElectronMicro･W-opy,ElectronPro†,eMi(.roanalysisan(IAsso(二latedTechniques

7:231-236,1976.

Nagai,S.,Kasahara,IJ.,Nishimura,K･,Takeo,K･:ToxiceffectofI,lasticidinSonyeastsanditsprospective

useforearlywarningofContaminationinfermentationprocesses.5thIntern. FermentationSymposium p.3471･

1976(Berlin)

竹尾漢治, L坂一郎 :(:ellularenvelopeからみた各種病原性 Actinomy(-etalesの特徴,寅歯と真菌症 17:112

昭51

竹尾漢治 :細菌,真菌の細胞内膜系における機能形態及び調節に関する研究- 抗生物質を手段として,昭和

50年度研究業績報告集,藤原記念財団,p･45 昭51

竹尾漢治 :肺アスペルギルス症発症機構の Freeze-etching法による超顕徴形態的解 明,昭和50年度科学研究費

奨励研究(A) 実績報告吉 昭51

Takt10K･,ShigetaM.andTakagiY-Plasmamembraneultra-structuraldifferencesbetweentheexponential

andstationary phasesof▲Sya"haromyrど∫rgreT,Z'∫laeaS reVeale(1lJy freeze-etching. J･(l･en･Microt)iol･97:

321,1976.

TakeoK..Ultrastructuralfeaturesunderlyingthehexagonalarrangementofplasmamembrane一一intercalate〔l

particlesofSaccharomyces(､erevisiae･J･GenMicroIJiol･97:3311976･

2.免疫学に関する研究

桂は,抗体産/主と遅延型過敏症 (DIiT)を同一の抗原を用いて解析し,抗体産年のヘルパー機能を担うT細胞

とDTH に関与するT細胞とが別々の細胞であることを示した｡これらの結果は4編の論文にまとめられ 1977

年初頭の Int.Arch.Allergy･および 1--unologyにそれぞれ 2編ずつ掲載される予定である｡DTH に関与

するT細胞の動態をさらに詳しく解析することを目的として,演 (内科第Ⅱ部門)と共に,T細胞を単一細胞レ

ベルで検出できる可能性のある唯一の方法である virusplaque法をヒツジ赤血球 (SRBC)に対する反応に応

用することに成功した｡マウスを SRBCで免疫すると,牌臓中に SRBC特異的 virusreplicatingTICellが出現

することが観察され,virusplaque法は,最初 Bloom らによって示されたようにツベルクリンというやや特殊

な抗原に対する免疫応答のみならず,われわれが普通に実験に用いる抗原に対する応答を解析する手段として用
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い得ることがリjらかとなった｡免疫後の virusrepli'､こttingcellの出現を,I)TH あるいは抗休 席 牛の.Lil.現と対比

させつつ解析 した結果,この細胞は最初考えられていたような I)TH の L･恥(TtOr(､ellではないという結論に通 し

た｡免疫応答の調節に関与している継泡である｢亜帥 三が最も高いが,調節に関与している細粒として従来よく知ら

れている su1-preSSOr細胞 と吊 一一一のものであるかどうか検討中である. この仕車の第--Ⅲは1977年初頭の J･l旬 〕･
Med.に掲載される予定である｡

西川(内科第 ~凋i門)と共に行なっている抗体柁隼に闇する免疫L;Lユ憶の什事は,現(再 ,i7ノZ̀/rocl11turt雄三で解析を

として知られているが,その上E軒机ま,この種の抗榔 ま分自二才体に内在する-1四1-=異的刺激牲 (intrin(､i(-a(ljuv;lntjr恒,)

が-jrrtLi-机こ弱いからであると,与えられている〕したがって, li.<Aなどを畑いて Z●′∠7･∠lrl,で杭佃章牛の研宜を行行

うことは困難であると,与えられていた′ノわれわれノは,化学修飾 した IiL<1,㌧を抗 原とし, さらに増産中に ,'ジュバ

ントを加えることにより杭 I3SA抗体産生を t'JlyZ-/r"で行なわせることに成 功 し,免疫記憶の雛折のみ在らず,

アジュバントの役割りもZ■n7/･t'troで解析することができるようになった

そのほか,和田 (外科部門)と共に抗体産/i:_の調節機構を,また高橋 (医学部皮膚科)とjLIに接触過敏症とfJTL

休産生に関与するT細胞の分化に関する仕事を行なっているL,

〔学 会 発 表〕

桂 義元,湊 長博,泉 孝英 :ViruLSplaque法による遅延型過敏症の解析,昭和50年度日米医学協力計両結

核専門部会 (51.2)

桂 義元 :免疫応答の調節とウイルス感染 講徹,於1凱Ⅰ/:家畜衛FI:_試醍場 (51.6)

桂 義元.湊 長博 :細胞性免疫における抗原特異的 virus-replicatinLr(･ellの役割 峨々癌セミナー (51･7)

Katstlra.Y･,Minato,.N･,Izumi,T∴ AntigenreactivelymphocytesdetectedI,vvirusr,]aqueassay二Suppressor

T-cellsinvolvedindelayed-typehypersensitivity. FJleventhJointMeetingTul'(ゝr(･ulosisPanel (51･9)･

Katsura,Y.:DelavedtypehypersensitityandantibodyresponsetOl'()vineserunlall,umininmice,Seminar

i-ttheScrippsClinicandResearchFoundationL∈lJolla,California･(51･9)I

Katsura,Y･:Virus-repli(､atingcellsinv()1vcdintheimmuneresponトビOfmi(･e､Seminariltthe1)ep之lrtment

nfZoology,tJniversityC(,llege,Lolldon･(51･10).

湊 長博,桂 義元 :ウイルスの遅延型アレルギ-発現に対する宗三響,第37回実験結核研究会総会 (51.12)

回日本免疫学会総会 (5].12)

高橋千恵,太藤重夫,西川伸一,桂 義元,泉 孝英 :BI)FI3塗 裾 こよる DNP特異性抗体の樗牛機構1- -

接触過敏症との関連について,第 6回日本免疫学会総会 (51.12)

湊 長博,桂 義元 :マウスのヒツジ赤血球に対する免疫反応におけるウイルス感受性の抗原特異的T細胞,

第 6【日日1本免疫学会総会 (51.12)

桂 義元,湊 良博,和田洋己,町野雄次 :VeHi(･ularstomatiti､virtlhによる遅延型過敏症の増強, 第6回日

本免疫学会総会 (51.12)

〔誌 上 発 表〕

杜 義元,湊 長博,泉孝英 :VirusI)laqtle法による遅延型過敏症の解析,昭和50年度Ej米医学協力計画報告

書 (結核専門部会)p.287.

Katsura,Y･,Minatc･,N･:Detectionoftut)erculinreactivecellswithvirusplaqueassay. Jil一)L九n.∫.Tuber(.ul.

ChestDis.,20:5,1976.

湊 長博,杜 義元 :V-PFC法による抗原反応性T細胞の検出,医J芋のあゆみ 96:692,1976.
桂 義元 :実験的カンジダ症と免疫一 結核菌による抵抗力増強の免疫細胞学的解柿,真菌と真菌症,17;SO,

1976.
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臨床肺生理学部および放射線科

昭和51年度の当部門 (放射線科をふくむ)の研究業績は次のように分類しうる｡すなわち,

1.肺循環の臨床的研究

2.実験的間質性肺臓炎の研究

3.呼吸不全の臨味的研究

4.肺機能の臨床的研究

5.虚血性心疾患の臨床的研究

これらのうち,1-4は第16回日本胸部疾患学会における特別講,第29回日本胸部外科学会におけるシンポジ

ウム,厚生省特定疾患 (原発性肺高血圧)調査研究斑年次総会でそれぞれその成果を発表しえた｡5.の分野はこ
れからの放射線科のテーマとして,さらにその研究をすすめていきたいと考えている｡

研究所内での研究活動は,種々の物理的制約をうけざるをえない｡この点,関連病院からうけている研究上の

恩恵ははかりしれないものがある｡ 誌上で関係各位に厚 く感謝するとともに,今後の協同研究体制のより一層の

強化をお願いする次第である｡ (佐川弥之助)

〔学 会 発 表〕

岡田英彦,倉田昌彦,本田 稔,麻田邦夫,基本 仁 :高令者 (70才以上)肺癌手術例の経験,第24回肺癌学

会関西支部会 (大阪)(51.2)

松原義人,滝 俊彦,福田治男,甲斐隆義,船津武志,池田貞雄,長瀬千秋 :多剤併用化学療法による肺癌の

長期生存例,京大胸部研講演会シンポジウム (51.2)

滝 俊彦,福田治男,松原義人,甲斐隆義,池田貞雄,船津武志,他 3名 :6才の小児にみられた気管支腺鮭,

京大胸部研講演会シンポジウム (51.2)

久野健志 :パネルディスカッションI "大気中環境因子と疾患〝肺 (呼吸)機能検査の立場から,第19回臨床

病理学会近畿支部総会 (51.4)

加藤幹夫 :胸部外科における機能的診断と病態生理,第 Ⅱ回日本胸部外科学会卒後教育セミナー (51･4)

浅井信明,干葉幸夫,平田正名,伴敏彦 :胸腹を用い食道穿孔を修復し得た治験,胸部外科関西地方会 (51･6)

浅井信明,千菜幸夫,平田正名,伴 敏彦 :特発性自然気胸に対する胸腔鏡下気腫性肺嚢胞切除術の適応,胸

部外科九州地方会 (51.6)

ニッ矢義一,滝 俊彦,福田治男,松原義人,池田貞雄,甲斐隆義,船津武志 :自然気胸に対する外科的治療

- Parietalpleurectomyの併用について,第J9回日本胸部外科学会関西地方会 (51.6)

滝 俊彦,福田治男,松原義人,甲斐隆義,池田貞雄,船津武志 :両側性気管支拡張症の外科的治療,第16回

日本胸部疾患学会総会 (51.6)

長瀬千秋,松本守海,清水慶彦,安倍隆二,伊藤元彦,山本博昭,寺松 孝,滝 俊彦,福田治男,松原義人,

甲斐隆義,船津武志,池田貞雄 :自然気胸の成因について- 病理組織学的観点から- ,第16luj日本胸部疾患

学会総会 (51.6)

山田久和,坪井裕志,佐藤公彦,藤田正憲,加藤幹夫,佐川弥之助 :ClosillgVOlumeとTranspulmonarypres-

sureとに関する実験的研究,第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)

山田久和,坪井裕志,佐藤公虚,藤田正憲,加藤幹夫,佐川弥之助 :肺水腫の進展と closingvolumeの変動

に関する実験的研究,第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)

佐川弥之助 :特別講演,循環障害による肺疾患 (所謂 ARDSおよび Hepatogeniccyanosisを中心として),

第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)

千葉幸夫,伴 敏彦,浅井信明,平田正名,安永敏美 :肺動脈再建を起したファロー四徴症の2例,胸部外科

関西地方会 (51.6)
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千葉幸夫,伴 敏彦,浅井信明,平LH正名,安永敏美 :心室中隔欠損肺動脈狭窄をともなった修正大血管転位

症の 1治験例,胸部外科関西地方会 (51.6)

加来省三,伴 敏彦,浅井信明,千葉幸夫,安永敏美 :ダウン症候群と先天性心臓病について,循環学会九州

地方会 (51.7)

平田If_塞,伴 敏彦,浅井信明,干葉幸夫 :右鎖骨下動脈肺動脈起始をともなった完全大血管転位症 2群の 1

治験例,循環学会九州地方会 (51.7)

伴 敏彦,浅井信明,平田正名,千葉幸夫,安永敏美 :虚血性心疾患に対する外科治療の経験,循環学会九州

地方会 (51.7)

安永敏美,伴 敏彦,浅井信明,平田正名,千葉幸夫, :Annuloaorti'､ectasiaに対する Iientllll手術の経験,

循環学会九州地方会 (51.7)

千葉幸夫,伴 敏彦,浅井信明,平田止名､安永敏美 :心嚢内 Seroni'-(､ystを合併した完全型心内膜症欠損症

の 1手術治験例,九州地方会 (51.7)

伴 敏彦,浅井信明,平間正名,千度幸夫,安永敏美 :冠動脈疾患に対する外科治療の経験,九州地方会 (51.

7)

千葉幸夫,伴 敏彦,浅井信明,平出正名,安永敏夫 :-ンコックコンディを用いて右室肺動脈ジャンピング

を起った 2例,九州地方会 (51.7)

麻Fll邦夫,倉田昌彦,岡田英彦,宝木 仁,木村 芳,古本 勝,和田泰三,磯貝興久,本田裕宏 :腎癌の転
移性肺腫疫の検討,第2郎朝市癌学会関西支部会 (大阪)(51.7)

古本 勝,八幡三吉男,西谷 裕,基本 仁,本四裕宏 :甲状腺癌と副腎癌の複視例,第89回内科近畿地方会
(51.7)

弘野慶次郎,市谷通雄,北野司久,宮林美福 :肺線維症の 1例,第25回肺癌学会関頭支部会 (51.7)

浅井信明,千葉幸夫,平田iE名,伴 敏彦 :シンポジウム ｢組織型別よりみた肺癌の予后｣,縦隔転移よりみ

た肺癌の組織型別予后,肺癌学会九州地方会 (51.7)

二宮和子,滝 俊彦,福田治男,松原義人,甲斐隆義,船津武志,池川貞雄 :高 Ca血症を伴なった肺癌の 1

例,第25回肺癌学会関西支部会シンポジウム (51.7)

加藤幹夫 :血液ガス,第16回臨昧肺機能講習会 (51.8)

佐川弥之助 :肺循鼠 第16回臨床肺機能講習会 (51.8)

加藤幹夫 :酸塩基平衡,第16回臨床肺機能講習会 (51.8)

佐川弥之助 :循環障害による肺疾患,短波放送 (51.8)

浅井倍明,佐藤公彦,李 泰興,加藤幹夫,佐川弥之助,平田正名,千葉幸夫,伴 敏彦,高山幸男,延吉正

宿 :シンポジウム,｢挿外科と心肺機能｣, 高令者に対する肺外科と心機能,第ノ9回Ej本胸部外科学会総会(51.9)

大出和夫,渡辺秀男,加藤 実,小野村敏信,加藤幹夫,佐川弥之助 :側轡を持った81症例の肺機能,特発性

側轡症の発症と進行に関しての考察,第29回胸部外科学会 (51.9)

平出正名,伴 敏彦,浅井信明,千葉幸夫,安永敏夫 :開心術後に対する低心拍出量症候群の研究一 特に心

拍出星と血ブ夜ガス動態の関係について- ,第29回 日本胸部外科学会総会 (51.9)

竹tl]俊男,佐藤公彦,佐川弥之助 :コラーゲンの生理的成熟に及ぼす性ホルモンの影響,とくにAdldehyde量

と IJySyleoxydase活性との相関について,第 8回 FDL シンポジウム (51.9)

甲斐隆義,船津武志,池田貞雄,桑原正喜,滝俊彦,松原義人 :自然気胸及び開胸術後における胸腔内圧測定

の意義,第29回日本胸部外科学会総会 (51.9)

池田貞雄,甲斐隆義,船津武志,桑原正喜,滝俊彦,松原義人 :胸部 r)rosthebisとしての人乾燥硬膜の応Fij一

-とくに膿胸の治療,第29Lu旧 本胸部外科学会総会 (51.9)
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池上佳典,飯塚満男,基本 仁,倉田昌彦,岡田英彦,麻担邦夫,本田裕宏 :肺癌にみられた重複癌の3症例,
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桑原正喜,池田貞雄,松原義人,滝 俊彦,船津武志,甲斐隆義 :肺癌に対する心嚢合併切除後の硬膜による

欠損部の修復,第120回近畿外科学会 (51.ll)

ニッ矢義一,滝俊彦,桑原正喜,松原義人,船津武志,甲斐隆義,池凹貞雄 :Ramel針による胸膜生検20例
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疾患学会近畿地方会 (51.ll)

宮本戊充,滝 俊彦,桑原正喜,松原義人,甲斐隆義,船津武志,池Ft1貞雄 :食道平滑崩腔の1例,第 120回

近畿外科学会 (51.ll)
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木村 芽,室本 仁 :肺癌に対する 5FUDsの使用経験,第 5lll惰り癌剤臨床研究会 (51.ll)
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